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　社団法人国際演劇協会（ITI/ ユネ
スコ）日本センターは、ユネスコ
傘下の国際組織である国際演劇協会
ITI（International Theatre Institute）
加盟の公認団体です。ITI は世界平
和と相互理解の促進を希求するユネ
スコ憲章の精神に基づいて、演劇に
よる国際交流の増進を目的に 1948
年創設され、本部はパリのユネスコ
本部の中に置かれて、現在 100 カ
国以上が加盟しています。

　

国
際
演
劇
協
会
日
本
セ
ン
タ
ー
の
第
３
代
会
長

の
故
内
村
直
也
氏
＝
写
真
＝
の
遺
志
に
よ
っ
て
生

ま
れ
た
こ
の
賞
は
、
日
本
が
外
国
の
芸
術
家
を
対

象
に
毎
年
出
し
て
い
る
数
少
な
い
賞
の
一
つ
で
、

海
外
で
日
本
の
文
化
を
学
び
、
舞
台
芸
術
の
創

作
に
と
り
組
ん
だ
作
り
手
た
ち
を
サ
ポ
ー
ト
し
、

奨
励
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。ITI / 

U
N

ESCO

の
国
際
賞
と
し
て
の
評
価
は
高
く
、
日

本
セ
ン
タ
ー
は
創
設
以
来
こ
の
賞
の
管
理
運
営
の

責
任
を
担
っ
て
い
ま
す
。

日
本
文
化
を
学
び
、
舞
台
芸
術
の
創
作
を

　

第
19
回
内
村
直
也
賞
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
舞
踏
グ
ル
ー
プ
「
ス
・
エ
ン

SU
-EN

」
に
よ
る
『
ル
シ
オ
スLuscious

（
自
然
の
中
に
漂
う
甘
美
な
も

の
）』（
振
付
・
演
出
ス
ザ
ン
ナ
・
オ
ー
ケ
ル
ン
ト
）
＝
写
真
＝
が
受
賞
し

ま
し
た
。
授
賞
式
は
昨
年
10
月
22
日
、
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
で
渡
邉
芳
樹
在

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
日
本
大
使
夫
妻
が
臨
席
、賞
金
50
万
円
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

『
ル
シ
オ
ス
』
は
８
人
の
ダ
ン
サ
ー
が
自
然
賛
歌
と
平
和
へ
の
祈
り
を
表

現
し
た
も
の
で
、
舞
踏
を
ベ
ー
ス
に
し
た
「
移
ろ
い
の
美
」
が
高
く
評
価

さ
れ
、
内
村
賞
委
員
会
は
最
上
位
に
推
挙
、
理
事
国
会
議
で
も
全
理
事
の

賛
同
を
得
ま
し
た
。
慣
例
で
は
内
村
賞
に
は
舞
踊
よ
り
も
演
劇
ジ
ャ
ン
ル

の
作
品
が
多
く
選
ば
れ
て
い
ま
し
た
が
、「
舞
踏
」
は
す
で
に
日
本
文
化

の
一
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
世
界
が
評
価
し
て
お
り
、
内
村
賞
を
当
初
の
趣
旨

「
日
本
の
文
化
を
も
と
に
創
作
に
と
り
組
ん
だ
海
外
の
作
品
を
奨
励
す
る
」

賞
と
位
置
づ
け
る
こ
と
で
一
致
し
ま
し
た
。　
（
報
告
・
小
田
切
よ
う
こ
）

スウェーデンの舞踏グループ Ｅ-ＵＳ Ｎに

（社）国際演劇協会　　　　　　  日本センター（ITI/ ユネスコ） 
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内
村
家
か
ら
氏
の
遺
志
を
伝
え
ら
れ
た
当
時
の

国
際
理
事
・
故
戸
張
智
雄
氏
が
、
１
９
９
２
年
パ

リ
で
開
か
れ
た
第
93
回
Ｉ
Ｔ
Ｉ
理
事
国
会
議
に
諮

り
、
正
式
に
国
際
賞
と
し
て
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

賞
の
選
考
は
当
初
、
Ｉ
Ｔ
Ｉ
理
事
国
会
議
に
委
ね

ら
れ
、
各
国
が
推
薦
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
検
討

す
る
と
い
う
ル
ー
ル
で
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た

が
、
現
在
は
日
本
・
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
・
ス
イ
ス
の

３
国
に
よ
る
「
内
村
賞
委
員
会
」
で
検
討
し
た
結

果
を
理
事
国
会
議
で
再
検
討
す
る
こ
と
に
な
っ
て

お
り
、
国
際
機
関
が
世
界
的
な
視
野
か
ら
審
査
す

る
こ
と
に
大
き
な
意
味
と
意
義
が
あ
る
と
い
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

賞
の
授
与
期
間
は
当
初
、
５
年
間
に
限
っ
て
い

ま
し
た
が
、
内
村
家
の
強
い
意
志
に
よ
っ
て
第
２

次
の
５
年
間
、
第
３
次
の
５
年
間
と
継
続
さ
れ
、

現
在
第
４
次
の
５
年
間
を
迎
え
て
い
ま
す
。
内
村

家
の
日
本
文
化
と
舞
台
芸
術
に
対
す
る
熱
意
は

「
平
和
を
目
指
す
芸
術
」
と
い
う
ユ
ネ
ス
コ
の
理

念
に
も
通
じ
、
世
界
の
舞
台
芸
術
に
関
わ
る
人
材

を
発
掘
し
、
育
て
る
こ
と
で
豊
か
な
実
を
結
ん
で

き
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
審
査
経
過
と
受
賞
作
は
昨
年
９
月
、
中

国
・
厦ア
モ
イ門
で
開
か
れ
た
Ｉ
Ｔ
Ｉ
世
界
大
会
全
体
会

議
の
席
で
全
世
界
に
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
ス
・
エ
ン
の
作
品
は
２
０
０
８
年
に
も

カ
ー
ル
・
リ
ン
ネ
（
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
博
物
学
者
）

没
後
２
３
０
年
記
念
祭
の
折
に
創
作
し
た
「
カ
ー

ル
・
リ
ン
ネ
へ
の
オ
マ
ー
ジ
ュ
」
が
内
村
賞
候
補

に
挙
が
っ
て
い
ま
す
。

内村直也賞　受賞者・団体
▽ 1992　パリ俳優伝統研究会
▽ 1993　ハンガリーの演出家イシュトバン・ビン

チェス
▽ 1994　ハンス・パゾヴィック率いるサラエボ・

フェスティバル・アンサンブルによる『絹の太鼓』
▽ 1995　オーストラリアのプレイボックスシア

ターによる田中千禾夫作『マリアの首』上演
▽ 1996　ハワイ大学のジェイムス・ブランドン氏

演出の『助六」上演をはじめとする歌舞伎研究
▽ 1997　リトアニアで翻訳上演された矢代静一作
『弥々』▽ 1998　ウルグアイで翻訳上演された『夕
鶴』

▽ 1999　ロンドン大学ロイヤル・ハロウェイ校の
能楽研究に対して

▽ 2000　グアテマラ・オーストリア共同制作の
『砧』を演出したアベル・ソラレス氏

▽ 2001　クリスティナ・ニグレン氏 ( ストックホ
ルム大学 ) の日本伝統芸能、祭と旅回りの大衆芸
能の研究

▽ 2002　ルーマニア国立カラギアーレ劇場制作に
よる近松門左衛門作『心中天網島』

▽ 2003　 ホ イ ク ー ル・ グ ン ナ ル ソ ン 氏 ( ノ ル
ウェー・アイスランド ) による日本演劇研究と創
作『弱法師』『班女』

▽ 2004　ドーン・アケミ・サイトー ( アメリカ )
のソロ・パフォーマンス『ブラッド・チェリーズ』

▽ 2005 　該当者なし
▽ 2006　ジェローム・ヴァキエ氏の主宰するカン

パニー・デ・リュシアル ( フランス ) の『羽衣」『隠
狸」ほかのオムニバス作品

▽ 2007　スティーブストン能プロジェクト ( アメ
リカ・カナダ・日本混成チーム ) による英語能『か
もめ』

▽ 2008　バングラデシュのコレクティブ・シア
ター・プロダクションの『米百俵』

▽ 2009　スロベニア国立マリボール・ドラマ劇場
制作の翻訳能オムニバス『ウィンド・イン・パイ
ンズ』( 松風 )

▽ 2010　舞踏グループ　ス・エンによる『ルシオ
ス』( スゥェーデン )
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平
成
23
年
度
通
常
総
会
の
議
決
を
受
け
、
国
際

演
劇
協
会
日
本
セ
ン
タ
ー
は
公
益
社
団
法
人
へ
の

移
行
に
向
け
て
準
備
を
始
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　

当
協
会
の
場
合
は
東
京
都
知
事
に
申
請
し
移
行

認
定
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
公
益
認
定

の
要
件
は
①
公
益
目
的
の
団
体
で
あ
る
か
ど
う
か

②
経
営
の
安
定
性
が
確
保
さ
れ
て
い
る
か
の
２
点

に
要
約
さ
れ
ま
す
。

　

①
に
つ
い
て
は
、
当
法
人
の
活
動
と
実
績
、
関

係
機
関
の
評
価
か
ら
考
え
る
と
、
原
則
、
問
題
な

い
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
②
に
つ
い
て
は
、
収

支
状
況
、
資
産
状
況
の
ほ

か
に
雇
用
の
安
定
化
（
人

材
の
確
保
）、
業
務
遂
行

体
制
の
整
備
（
新
体
制
へ

の
移
行
準
備
を
含
む
）
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

　

財
務
と
管
理
体
制
の
要
件
を
満
た
す
た
め
に
は

新
法
人
定
款
の
案
文
作
成
、
設
立
総
会
に
向
け
て

新
し
い
理
事
候
補
の
人
選
、
理
事
会
規
則
、
職
員

就
業
規
則
、
事
務
局
組
織
規
程
等
、
法
人
運
営
に

必
要
な
規
程
類
を
整
備
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

新
し
い
公
益
法
人
制
度
の
考
え
方
で
は
、
監
督

官
庁
の
指
導
を
前
提
と
す
る
の
で
は
な
く
、
法
人

自
ら
が
責
任
を
持
っ
て
自
主
的
・
自
律
的
か
つ
安

定
的
に
運
営
を
行
っ
て
い
け
る
よ
う
に
団
体
運
営

の
ル
ー
ル
を
明
確
に
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

る
か
ら
で
す
。

　

設
立
総
会
は
今
年
５
月
の
通
常
総
会
、
あ
る
い

は
秋
口
の
臨
時
総
会
を
予
定
し
て
い
ま
す
が
、
ま

ず
現
社
団
法
人
を
解
散
し
た
上
で
移
行
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
解
散
に
つ
い
て
は
、
現
定
款
の
定

め
に
従
い
、
総
会
で
構
成
員
の
４
分
の
３
以
上
の

賛
成
を
得
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ス
ム
ー
ズ
な
移
行
に
向
け
て
、
会
員
の
皆
様
の

ご
理
解
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
成
18
年
に
公

益
法
人
改
革
の
た
め
の
法
律
が
制
定
さ
れ
、

す
で
に
平
成
20
年
12
月
か
ら
「
新
公
益
法
人

制
度
」
が
施
行
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で

の
社
団
法
人
は
平
成
25
年
11
月
ま
で
に
「
一

般
社
団
法
人
」
か
「
公
益
社
団
法
人
」
の
ど

ち
ら
か
を
選
び
、
移
行
申
請
を
行
う
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。
申
請
を
行
わ
な
い
場
合
は

法
人
解
散
と
な
り
、
法
人
存
続
の
た
め
に
は

避
け
て
通
れ
な
い
関
門
で
す
。
当
協
会
と
し

て
は
、
平
成
23
年
度
通
常
総
会
で
公
益
社
団

法
人
へ
の
準
備
を
進
め
る
こ
と
が
承
認
さ
れ

新
公
益
法
人
制
度
と
は

ま
し
た
。

　
こ
の
「
新
公
益
法
人
制
度
」
導
入
の
目
的

は
「
民
間
に
よ
る
非
営
利
の
活
動
を
活
発
に

し
、
民み

ん

に
よ
る
公
益
を
増
進
す
る
」
こ
と
に

あ
り
ま
す
（
内
閣
府
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
）。

　
内
閣
府
や
都
道
府
県
に
認
め
ら
れ
た
「
公

益
社
団
・
財
団
法
人
」
に
は
、
高
い
公
益
性

が
厳
し
く
求
め
ら
れ
る
一
方
で
、
法
人
税
に

お
い
て
公
益
目
的
事
業
が
非
課
税
と
な
り

（
収
益
事
業
は
課
税
）、
公
益
法
人
へ
の
寄
附

者
に
対
す
る
寄
附
税
制
の
優
遇
措
置
な
ど
が

設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
公
益
社
団
法
人
」
設
立
総
会
へ
向
け
て

よ
り
求
め
ら
れ
る
公
益
性
と
財
務
の
安
定
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出
席
者
は
１
６
５
名
（
委
任
状
提
出

者
１
４
１
名
を
含
む
）
で
、
定
足
数
の

１
５
６
名
を
上
回
っ
た
の
で
、
総
会
は
有

効
に
成
立
し
ま
し
た
。
出
席
会
員
24
名
は

次
の
各
氏
（
五
十
音
順
・
敬
称
略
）。

　

秋
葉
ヨ
リ
エ
、
安
孫
子
正
、
伊
藤
（
舟

本
）
巴
子
、
大
島
信
久
、
オ
ー
ハ
シ
ヨ
ー

ス
ケ
、
岡
田
恒
雄
、
小
田
切
よ
う
こ
（
洋

子
）、
か
わ
は
ら
ゆ
な
、
小
林
弘
文
、
斎

明
寺
（
関
根
）
以
玖
子
、
真
藤
美
一
、
曽

田
修
司
、
高
橋
幸
夫
、
高
萩　

宏
、
永
井

多
恵
子
、
西
形
節
子
、
林　

英
樹
、
菱
沼

彬
晁
、
堀
川
登
志
子
、
前
田
真
里
衣
、
松

下
芳
江
、
松
田
和
彦
、
吉
岩
正
晴
、
和
崎
信
哉

【
配
布
資
料
】

１　

平
成
22
年
度
事
業
報
告
書
（
案
）

２　

平
成
22
年
度
決
算
報
告
書
（
案
）

３　

平
成
23
年
度
事
業
計
画
書
〈
案
）

４　

平
成
23
年
度
収
支
予
算
書
（
案
）

５　

法
人
改
革
に
向
け
て
の
メ
モ

　

議
長
に
理
事
の
吉
岩
正
晴
氏
が
選
出
さ
れ
、
議

事
に
入
り
ま
し
た
。

▽
議
案
１
及
び
議
案
２　

平
成
22
年
度
事
業
報
告

及
び
決
算
報
告
の
承
認

　

平
成
22
年
度
事
業
報
告
書
案
に
基
づ
き
、
同
年

度
に
実
施
し
た
事
業
の
概
要
に
つ
い
て
、
事
務
局

か
ら
報
告
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
東
北
関
東
大
地
震

の
影
響
で
、
３
月
に
予
定
さ
れ
て
い
た
「
Ｉ
Ｔ
Ｉ

世
界
の
秀
作
短
編
研
究
シ
リ
ー
ズ　

イ
ギ
リ
ス
・

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
編　
『
巨
匠
の
見
た
世
界
』」
が
中

止
と
な
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
以
外
の
事
業
に
つ
い

て
は
予
定
通
り
実
施
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
大
き
な
成

果
を
収
め
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
質
疑
の

後
、
事
業
報
告
全
体
に
つ
い
て
全
員
一
致
で
了
承

さ
れ
ま
し
た
。
次
い
で
、
同
決
算
報
告
書
（
配
付

資
料
２
，
7
〜
14
頁
）
の
収
支
計
算
書
、
正
味
財

産
増
減
計
算
書
、
貸
借
対
照
表
、
財
産
目
録
に
基

づ
き
、
平
成
二
十
二
年
度
決
算
案
の
報
告
が
な
さ

れ
た
後
、
監
事
の
舟
本
巴
子
氏
よ
り
監
査
報
告
が

な
さ
れ
、質
疑
の
後
全
員
の
了
承
が
得
ら
れ
ま
し
た
。

【
会
員
異
動
状
況
報
告
】

　

議
案
１
に
関
連
し
て
、
配
付
資
料
（
6
頁
）
に

よ
り
、
平
成
22
年
度
の
会
員
の
異
動
状
況
に
か
ん

す
る
報
告
が
事
務
局
よ
り
な
さ
れ
、
今
年
度
四
月

一
日
現
在
の
会
員
数
は
３
０
２
名
と
な
り
ま
し
た
。

▽
議
案
３
及
び
議
案
４　

平
成
23
年
度
事
業
計
画

お
よ
び
予
算
案
の
承
認
に
つ
い
て

　

配
付
資
料
３
（
15
〜
19
頁
）
に
基
づ
き
平
成

二
十
三
年
度
事
業
計
画
（
案
）
が
、
ま
た
、
配
付

資
料
４
（
20
頁
）
に
基
づ
き
平
成
23
年
度
収
支
予

算
案
が
提
案
さ
れ
、
全
員
の
了
解
を
得
ま
し
た
。

▽
議
案
５

　

配
付
資
料
５
「
法
人
改
革
に
向
け
て
の
メ
モ
」

（
Ｐ
21
）
に
基
づ
き
、
平
成
24
年
度
の
通
常
総
会

に
お
い
て
公
益
社
団
法
人
へ
の
移
行
申
請
の
議
決

を
行
う
べ
く
、
今
年
度
中
に
移
行
申
請
を
行
う
た

め
の
準
備
を
行
う
こ
と
が
提
案
さ
れ
、
採
決
の
結

果
、
賛
成
多
数
で
了
承
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、今
年
度
の
事
業
計
画
に
関
連
し
て
、

会
員
に
対
す
る
連
絡
網
の
整
備
の
必
要
性
や
、
会

員
が
よ
り
積
極
的
に
事
業
に
参
画
す
る
仕
組
み
づ

く
り
な
ど
、
協
会
活
動
の
活
発
化
に
向
け
て
の
意

見
が
複
数
の
出
席
会
員
よ
り
表
明
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
は
、
真
藤
美
一
理
事
及
び
松
田
和
彦
理
事

を
議
事
録
の
署
名
人
に
選
び
、
午
後
２
時
18
分
に

散
会
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
総
会
配
布
資
料
を
ご
覧
に
な
り
た
い
場

合
は
事
務
局
ま
で
ご
一
報
く
だ
さ
い
。

公
益
社
団
法
人
へ
の
移
行
準
備
を
了
承

　

平
成
23
年
度
国
際
演
劇
協
会
通
常
総
会
は
、昨
年
６
月
18
日
（
土
）
午
後
１
時
～
２
時
18
分
、

松
竹
株
式
会
社
大
会
議
室（
築
地
東
劇
ビ
ル
10
階
）に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。（
報
告
・
曽
田
修
司
）

国際演劇協会平成 23 年度通常総会
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し
か
し
、
一
口
に
「
ア
ジ
ア
は
一
つ
」
と
は
言

い
切
れ
な
い
の
が
ア
ジ
ア
の
国
々
の
現
状
で
す
。

今
回
の
演
劇
人
会
議
は
各
国
の
文
化
的
伝
統
と
多

様
性
を
を
尊
重
し
、
各
国
の
法
規
を
遵
守
す
る
と

い
う
申
し
合
わ
せ
か
ら
出
発
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
ア
ジ
ア
の
多
種
多
彩
な
〝
演
劇
資
源
〟
を

互
い
に
享
受
し
、
ア
ジ
ア
演
劇
の
活
力
と
存
在
感

を
高
め
な
が
ら
欧
米
の
演
劇
市
場
に
伍
し
て
い
く

に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
。
こ
の
た
め
の
互
助
機

　

①
交
流Com

m
unication

②
合
作Collaboration

③
創
造
性Creativity

④
共
益Com

m
on-

interest

─
─
四
つ
の
理
念
の
も
と
に
ア
ジ
ア
の
演
劇
人
が
昨
年
10
月
、
中
国
・
重
慶
に
参
集
し
て

「
ア
ジ
ア
演
劇
人
サ
ミ
ッ
ト
」
が
開
か
れ
、「
ア
ジ
ア
演
劇
人
連
盟Asian Theatre Alliance

略
称

Ａ
Ｔ
Ａ
」
の
設
立
が
宣
言
さ
れ
ま
し
た
。
中
国
文
化
部
（
文
化
省
）
と
中
国
国
家
話
劇
院
（
周
志
強

院
長
）
の
呼
び
か
け
に
応
え
た
の
は
、
ア
ジ
ア
18
の
国
と
地
域
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
シ
ア
タ
ー
代
表
、

芸
術
監
督
、
劇
作
家
、
演
出
家
、
俳
優
、
演
劇
研
究
家
、
制
作
者
ら
。
そ
の
中
で
注
目
さ
れ
た
の
は

Ｉ
Ｔ
Ｉ
（
国
際
演
劇
協
会
）
会
長
の
ラ
メ
ン
デ
ュ
・
マ
ジ
ュ
ン
ダ
氏
で
す
。
開
会
式
の
冒
頭
、「
グ
ロ
ー

バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
演
劇
人
の
役
割
」
に
つ
い
て
講
演
し
、参
会
者
に
感
銘
を
与
え
ま
し
た
。
ま
た
、

「
ア
ジ
ア
演
劇
人
連
盟
」
の
Ｉ
Ｔ
Ｉ
加
盟
に
つ
い
て
歓
迎
の
意
を
表
し
、
連
盟
発
足
後
、
常
任
理
事

に
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。
連
盟
の
規
約
に
は
、Ｉ
Ｔ
Ｉ
と
の
連
携
が
事
業
の
柱
と
し
て
唱
わ
れ
て
お
り
、

Ｉ
Ｔ
Ｉ
会
長
の
出
席
は
こ
の
期
待
に
応
え
た
も
の
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
ラ
メ
ン
デ
ュ
・
マ
ジ
ュ
ン

ダ
会
長
の
講
演
と
ア
ジ
ア
演
劇
人
連
盟
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。　
　
　
　
　
（
報
告
・
菱
沼
彬
晁
）

多国間コラボの互助組織を

ラ
メ
ン
デ
ュ
・
マ
ジ
ュ
ン
ダ
Ｉ
Ｔ
Ｉ
会
長
が
常
任
理
事
就
任

国
際
演
劇
協
会
加
盟
を
視
野
に

「アジア演劇人連盟」発足中国・重慶で

　
「
親
戚
は
つ
き
合
う
ほ
ど
に
親
し
み
が
増
す
」

─
─
周
志
強
国
家
話
劇
院
院
長
は
中
国
の
古
い
こ

と
わ
ざ
を
引
い
て
、ア
ジ
ア
の
演
劇
人
同
士
、も
っ

と
地
理
的
、
文
化
的
、
人
的
親
近
感
を
強
め
よ
う

と
訴
え
ま
し
た
。
Ｉ
Ｔ
Ｉ
や
国
際
ペ
ン
な
ど
の
国

際
組
織
は
、
と
も
す
れ
ば
欧
米
偏
重
に
傾
く
の
を

嘆
く
声
が
あ
る
中
、
ア
ジ
ア
演
劇
人
連
盟
と
Ｉ
Ｔ

Ｉ
の
関
係
強
化
、
事
業
交
流
は
世
界
の
演
劇
情
勢

に
一
石
を
投
じ
る
こ
と
に
な
り
そ
う
で
す
。

2011 年 10 月 11 日、「アジア演劇人サミット」の開幕式で（重慶市のマリオットホテル）
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関
と
し
て
の
働
き
が
、
ま
ず
連
盟
に
与
え
ら
れ
た

役
割
で
し
た
。

　

各
国
が
力
を
出
し
合
っ
て
、
互
い
に
高
い
芸
術

性
を
追
求
し
、
高
度
な
専
門
レ
ベ
ル
の
共
同
作
業

が
可
能
に
な
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
（
作
業
環

境
）
を
設
置
し
、
シ
ス
テ
ム
化
し
よ
う
。
こ
れ
を

常
態
化
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
Ａ
Ｔ
Ａ
各
国
セ

ン
タ
ー
間
の
関
係
が
よ
り
親
密
に
な
る
の
で
は
な

い
か
。
そ
し
て
各
国
横
断
の
情
報
交
流
、
人
材
交

流
、
事
業
交
流
、
学
術
交
流
な
ど
の
活
発
化
、
相

互
交
流
公
演
の
機
会
創
出
が
ひ
い
て
は
各
国
セ
ン

タ
ー
の
事
業
促
進
に
益
す
る
の
で
は
な
い
か
─
─

こ
う
し
た
話
し
合
い
が
連
盟
結
成
を
促
す
流
れ
と

な
り
ま
し
た
。

　

交
流
公
演
と
ア
ジ
ア
演
劇
祭
開
催

　

連
盟
規
約
で
目
的
と
さ
れ
た
事
業
は
次
の
各
項
。

一
、
ア
ジ
ア
各
国
の
専
業
演
劇
団
体
、
関
係
機
関

を
メ
ン
バ
ー
と
し
て
ア
ジ
ア
演
劇
人
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
構
築
し
、そ
の
共
同
事
業
を
支
援
す
る
。

二
、
ア
ジ
ア
の
演
劇
芸
術
の
創
造
的
展
開
を
支
援

し
、「
ア
ジ
ア
演
劇
祭
」
の
計
画
と
実
施
を
積
極

的
に
促
進
す
る
。

三
、
連
盟
の
機
構
を
一
つ
の
作
業
台
と
し
て
提
供

し
、
各
国
の
す
ぐ
れ
た
作
品
と
有
為
な
演
出
家
な

ど
人
材
の
発
掘
に
つ
と
め
、
ア
ジ
ア
演
劇
の
デ
ー

　

日
本
の
４
氏
が
専
門
委
員
に
就
任

　

ま
た
、
連
盟
は
次
の
七
つ
の
専
門
員
会
を
常
設

し
、
宮
田
慶
子
氏
は
国
際
合
作
委
員
会
委
員
長
、

富
永
程
波
氏
は
同
委
員
、
伊
藤
巴
子
氏
は
演
劇
創

造
人
材
委
員
会
委
員
、
菱
沼
彬
晁
氏
（
話
劇
人
社

事
務
局
長
・
Ｉ
Ｔ
Ｉ
理
事
・
日
本
ペ
ン
ク
ラ
ブ
理

事
）
は
連
盟
執
行
委
員
会
委
員
に
そ
れ
ぞ
れ
就
任

し
ま
し
た
。

　

▽
国
際
交
流
委
員
会
▽
演
劇
創
造
人
材
委
員
会

▽
国
際
合
作
委
員
会
▽
演
劇
教
育
普
及
委
員
会
▽

交
流
公
演
委
員
会
▽
劇
場
情
報
委
員
会
▽
連
盟
執

行
委
員
会
（
連
盟
執
行
委
員
会
の
委
員
長
は
連
盟

理
事
長
・
中
国
国
家
話
劇
院
院
長
の
周
志
強
氏
）。

　

す
ぐ
れ
た
劇
作
の
翻
訳
セ
ン
タ
ー
を

　

連
盟
の
活
動
の
主
要
な
柱
の
一
つ
が
ア
ジ
ア
演

劇
の
デ
ー
タ
バ
ン
ク
構
築
で
す
。
こ
の
た
め
の
専

門
チ
ー
ム
を
早
期
に
立
ち
上
げ
、
次
の
業
務
を
手

が
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

①
各
国
セ
ン
タ
ー
に
優
秀
作
品
の
推
薦
を
働
き
か

け
、
相
当
数
の
台
本
を
プ
ー
ル
す
る
。

②
各
国
セ
ン
タ
ー
共
同
の
協
力
を
得
て
、
連
盟
内

に
翻
訳
セ
ン
タ
ー
を
設
立
す
る
。

③
演
出
家
や
俳
優
の
人
材
を
発
掘
す
る
た
め
に
、

情
報
交
換
の
機
関
を
設
立
し
、
各
国
セ
ン
タ
ー
の

タ
バ
ン
ク
を
構
築
す
る
。

四
、
各
国
の
す
ぐ
れ
た
作
品
と
人
材
が
出
会
い
、

長
期
的
な
展
望
の
も
と
で
相
互
交
流
公
演
が
可
能

に
な
る
環
境
と
シ
ス
テ
ム
を
整
備
す
る
。

五
、
各
国
の
交
流
公
演
を
受
け
入
れ
る
空
間
を
提

供
し
、
各
国
セ
ン
タ
ー
相
互
、
あ
る
い
は
多
国
間

の
共
同
事
業
に
道
を
開
く
。

六
、
国
際
公
認
の
著
作
権
及
び
知
的
財
産
保
護
条

例
を
遵
守
す
る
。

七
、
Ｉ
Ｔ
Ｉ
（
国
際
演
劇
協
会
）
と
共
同
事
業
の

関
係
を
維
持
、
推
進
す
る
。

　

日
本
の
３
氏
が
常
任
理
事
に

　

連
盟
は
十
五
人
の
常
任
理
事
と
十
人
の
理
事
で

構
成
さ
れ
、理
事
会
の
合
議
に
よ
っ
て
周
志
強（
中

国
国
家
話
劇
院
院
長
）
氏
が
理
事
長
に
就
任
し
ま

し
た
。
主
な
常
任
理
事
は
ラ
メ
ン
デ
ュ
・
マ
ジ
ュ

ン
ダ
（
Ｉ
Ｔ
Ｉ
会
長
）、
楊
紹
林
（
上
海
話
劇
芸

術
セ
ン
タ
ー
代
表
）、
柏
崇
新
（
広
東
省
話
劇
院

院
長
）
の
各
氏
の
ほ
か
、
日
本
か
ら
は
宮
田
慶
子

（
新
国
立
劇
場
演
劇
部
門
芸
術
監
督
）、
伊
藤
巴
子

（
日
中
演
劇
交
流
話
劇
人
社
理
事
長
）、
富
永
程
波

（
日
本
中
国
文
化
芸
術
セ
ン
タ
ー
社
長
）
の
三
氏
、

韓
国
か
ら
は
孫　

策
（
韓
国
国
立
劇
院
芸
術
総
監

督
）、
具
滋
興
（
明
洞
芸
術
劇
場
代
表
）
の
二
氏

が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
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合
作
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
。

④
各
国
セ
ン
タ
ー
に
所
属
す
る
劇
場
の
設
備
と
技

術
水
準
に
関
す
る
デ
ー
タ
バ
ン
ク
を
構
築
し
、
各

国
セ
ン
タ
ー
使
用
の
便
宜
に
供
す
る

　

中
国
国
家
話
劇
院
と
の
連
携

　

連
盟
の
事
務
局
は
中
国
国
家
話
劇
院
内
に
置
か

れ
ま
す
。
連
盟
機
構
常
態
化
と
安
定
的
な
運
営
の

の
た
め
、
同
劇
院
の
附
属
劇
場
や
設
備
、
ス
タ
ッ

フ
の
実
務
を
必
要
に
応
じ
て
連
盟
に
提
供
す
る
こ

と
に
な
り
、
す
で
に
連
盟
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
立

ち
上
が
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

連
盟
規
約
に
唱
わ
れ
た
「
ア
ジ
ア
演
劇
祭
」
の

開
催
に
つ
い
て
も
、
国
家
話
劇
院
と
の
連
携
、
あ

る
い
は
同
劇
院
を
ど
う
利
用
す
る
か
が
決
め
手
に

な
り
そ
う
で
す
。
同
劇
院
は
す
で
に
「
ア
ジ
ア
演

劇
祭
」
と
「
国
際
演
劇
シ
ー
ズ
ン
」
の
国
際
演
劇

祭
を
主
催
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
舞
台
が
連
盟
の

各
国
セ
ン
タ
ー
に
も
提
供
さ
れ
ま
す
。
特
に
「
ア

ジ
ア
演
劇
祭
」
に

つ
い
て
は
、
２
年

後
の
14
年
に
ア
ジ

ア
演
劇
連
盟
の
主

催
に
移
行
し
て
、

各
国
セ
ン
タ
ー
が

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組

み
、
独
自
の
運
営
が
で
き
る
よ
う
支
援
策
を
考
慮

中
。連
盟
の
理
事
長
で
も
あ
る
周
志
強
院
長
は「
議

論
よ
り
実
行
」
と
語
り
、
各
国
セ
ン
タ
ー
の
積
極

的
な
取
り
組
み
に
期
待
を
寄
せ
て
い
ま
す
。

　

ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
シ
ア
タ
ー
同
士
の
交
流

　

中
国
国
家
話
劇
院
を
軸
と
し
た
ナ
シ
ョ
ナ
ル
シ

ア
タ
ー
同
士
の
合
作
は
す
で
に
韓
国
、
ベ
ト
ナ
ム

両
国
と
の
間
で
具
体
案
が
進
行
中
で
、
台
湾
と
の

「
両
岸
連
携
」
公
演
も
実
現
に
動
い
て
い
ま
す
。

　

日
本
の
新
国
立

劇
場
は
中
国
現
代

劇
の
翻
訳
公
演
の

ほ
か
海
外
と
の
共

同
制
作
を
多
数
手

が
け
て
お
り
、
宮

田
慶
子
芸
術
監
督

は
演
劇
人
会
議
の
席
上
、
そ
の
経
験
を
報
告
し
ま

し
た
。
外
国
と
の
共
同
作
業
に
は
相
互
理
解
の
た

め
の
時
間
と
費
用
を
惜
し
ん
で
は
な
ら
な
い
こ
と
、

異
文
化
が
触
れ
合
う
中
で
特
に
舞
台
監
督
に
課
せ

ら
れ
る
役
割
、
通
訳
は
両
国
か
ら
起
用
し
て
意
思

の
疎
通
に
当
た
る
べ
き
こ
と
、
上
演
台
本
を
作
り

上
げ
る
翻
訳
の
重
要
性
な
ど
に
触
れ
な
が
ら
、
２

年
先
の
企
画
を
準
備
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

や
近
年
の
予
算
減
な
ど
、
経
済
的
な
対
応
に
柔
軟

さ
が
欠
け
る
な
ど
の
悩
み
も
語
り
ま
し
た
。

　

劇
場
と
観
客
の
厳
し
い
関
係
直
視
を

　

ア
ジ
ア
主
要
国

の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・

シ
ア
タ
ー
の
代
表

や
芸
術
監
督
が
理

事
に
名
を
連
ね
た

こ
と
に
つ
い
て
、

伊
藤
巴
子
話
劇
人

社
理
事
長
は
次
の
よ
う
に
感
想
を
述
べ
ま
し
た
。

　
「
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
シ
ア
タ
ー
と
い
う
栄
光
の
名

が
同
時
に
苦
難
の
歴
史
を
刻
ん
で
い
る
こ
と
は
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
そ
し
て
日
本
の
例
を
引
く
ま
で

も
な
い
。
世
界
の
演
劇
界
を
取
り
巻
く
環
境
が
大

き
く
変
わ
り
、
劇
場
と
観
客
の
関
係
は
厳
し
い
緊

張
状
態
に
置
か
れ
て
い
る
。
日
本
の
演
劇
人
が
ア

ジ
ア
演
劇
界
の
視
野
を
得
て
、
さ
ら
に
世
界
へ
と

つ
な
が
る
行
動
力
に
期
待
し
た
い
」
と
。

　

ア
ジ
ア
演
劇
人
サ
ミ
ッ
ト
参
加
の
国
と
地
域
は

次
の
通
り
。
イ
ス
ラ
エ
ル
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
、
バ

ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
、
タ
イ
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
ベ
ト
ナ

ム
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
ブ
ル
ネ
イ
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
、
台
湾
、
韓
国
、
日
本
、
中
国
、
香

港
ほ
か
、
北
京
＝
中
国
国
家
話
劇
院
、
上
海
＝
上

海
話
劇
芸
術
セ
ン
タ
ー
、広
州
＝
広
東
省
話
劇
院
。

周志強中国国家話劇院院長

伊藤巴子話劇人社理事長

宮田慶子新国立劇場芸術監督
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タ
ゴ
ー
ル
生
誕
１
５
０
周
年
の
年
に

　

２
０
１
１
年
は
偉
大
な
ベ
ン
ガ
ル
の
詩

人
ラ
ビ
ン
ド
ラ
ナ
ッ
ト
・
タ
ゴ
ー
ル
の
生

誕
１
５
０
年
記
念
の
年
で
す
。
タ
ゴ
ー
ル

は
叙
情
詩
人
で
あ
る
と
同
時
に
劇
作
家
で

あ
り
画
家
で
あ
り
社
会
改
革
者
で
も
あ
り
、

１
９
１
３
年
に
ア
ジ
ア
で
最
初
に
ノ
ー
ベ
ル

文
学
賞
を
受
賞
し
た
人
で
も
あ
り
ま
し
た
。

「アジア演劇人連盟」創設記念講演
ＩＴＩ（国際演劇協会 ）会長

ラメンデュ・マジュンダ

中国・重慶で開かれた「アジア演劇人サミッで
講 演 す る ラ メ ン デ ュ・ マ ジ ュ ン ダ Ｉ Ｔ Ｉ 会 長

ラ
メ
ン
デ
ュ
・
マ
ジ
ュ
ン
ダ
氏
（
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
）　

広
告
会
社

を
経
営
し
な
が
ら
演
劇
創
造
を
生
涯
の
事
業
と
し
、
演
劇
学
校
と
劇

団
経
営
に
参
画
。
１
９
７
２
年
に
季
刊
の
演
劇
専
門
誌
を
創
刊
。
バ

ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
演
劇
協
会
の
初
代
会
長
。
Ｉ
Ｔ
Ｉ
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ

セ
ン
タ
ー
を
自
ら
創
設
し
て
会
長
と
な
り
、
現
在
は
Ｉ
Ｔ
Ｉ
会
長
。

グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
波
に
抗
し
て　

　

ラ
メ
ン
デ
ュ
・
マ
ジ
ュ
ン
ダ
Ｉ
Ｔ
Ｉ（
国
際
演
劇
協
会
）会
長
は「
ア
ジ
ア
演
劇
人
サ
ミ
ッ

ト
」
の
冒
頭
で
基
調
講
演
を
行
い
、
パ
フ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ー
ツ
の
ジ
ャ
ン
ル
で
世
界
最
大

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
持
つ
Ｉ
Ｔ
Ｉ
の
理
念
と
活
動
内
容
を
語
る
と
共
に
「
私
は
ア
ジ
ア
演

劇
人
連
盟
が
Ｉ
Ｔ
Ｉ
の
メ
ン
バ
ー
と
な
る
こ
と
を
歓
迎
し
ま
す
。
そ
れ
は
こ
の
２
つ
の
組

織
に
と
っ
て
将
来
互
い
に
有
用
と
な
る
に
違
い
な
い
と
信
じ
る
か
ら
で
す
」
と
述
べ
て
会

場
の
喝
采
を
受
け
ま
し
た
。
次
い
で
、
生
誕
１
５
０
周
年
を
迎
え
た
ベ
ン
ガ
ル
の
詩
人
タ

ゴ
ー
ル
と
中
国
の
哲
人
・
老
子
の
言
葉
を
引
き
な
が
ら
世
界
を
覆
う
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー

シ
ョ
ン
の
波
に
対
し
て
「
足
ど
り
の
中
に
踊
り
を
、
声
の
中
に
音
楽
を
見
た
」
記
憶
を
取

り
も
ど
そ
う
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。
以
下
は
そ
の
抜
粋
で
す
。　
（
訳
・
小
田
切
よ
う
こ
）

世
界
の
演
劇
人
が
相
集
い

「
足
ど
り
の
中
に
踊
り
を

声
の
中
に
音
楽
を
見
た

記
憶
を
取
り
も
ど
そ
う
」



9 I.T.I. NEWS  2012

１
９
２
４
年
、
タ
ゴ
ー
ル
は
中
国
を
訪
れ
、
次

の
よ
う
に
語
っ
て
い
ま
す
。

　
「
足
ど
り
の
中
に
踊
り
を
、
声
の
中
に
音
楽

を
、
手
足
の
舞
う
姿
に
美
を
見
出
し
て
い
る
私

た
ち
の
社
会
、
神
の
創
造
物
と
と
も
に
調
和
を

保
ち
続
け
る
星
々
や
花
た
ち
に
深
い
暗
喩
を
見

て
い
る
私
た
ち
の
社
会
は
、
今
や
貪
欲
の
暴
政

に
屈
す
る
社
会
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
ま
る
で

が
ら
く
た
を
積
み
過
ぎ
た
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
カ
ー

ト
の
よ
う
で
、
醜
い
轍
わ
だ
ち

を
道
に
の
め
り
込
ま

せ
、
行
き
着
く
先
を
見
失
っ
て
し
ま
う
。
つ
い

に
カ
ー
ト
は
ば
ら
ば
ら
に
壊
れ
、
積
み
込
ん
だ

品
物
も
す
べ
て
失
っ
て
し
ま
う
の
だ
」
と
。

　

タ
ゴ
ー
ル
は
ま
た
中
国
の
思
想
家
、
老
子
の

「
徳
の
あ
る
者
に
は（
道
を
行
う
）義
務
が
あ
り
、

徳
の
な
い
者
に
は
（
道
を
行
わ
な
い
）
権
利
が

あ
る
」
と
い
う
言
葉
（
注
）
を
引
用
し
な
が
ら

次
の
よ
う
に
書
き
残
し
て
い
ま
す
。

　
「
進
歩
と
い
う
も
の
は
、
理
想
や
徳
目
で
は

な
く
外
面
的
な
蠱こ
わ
く惑

性
と
連
れ
だ
っ
て
、
我
々

の
際
限
の
な
い
要
求
を
満
足
さ
せ
よ
う
と
す
る

も
の
で
あ
る
」
と
。

　

今
日
の
世
界
で
は
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

と
い
う
言
葉
は
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
を
包
括
す
る

万
能
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
す
。
政
治
家
も
経
済
学

者
も
あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ
で
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー

シ
ョ
ン
の
油
を
加
え
た
演
説
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

タ
ゴ
ー
ル
と
老
子
の
言
葉
を
心
に
留
め
て
考

え
る
と
、
今
日
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
し
た
世
界
を

象
徴
す
る
の
は
、
強
欲
を
自
分
の
カ
ー
ト
に
積

み
過
ぎ
た
金
融
資
本
、
声
高
に
権
利
の
自
由
を

叫
ぶ
既
得
権
亡
者
、強
い
者
勝
ち
の
格
差
社
会
、

そ
し
て
中
国
で
も
普
及
め
ざ
ま
し
い
「
便
利
店

（
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
・
ス
ト
ア
）」
と
い
う
と
こ

ろ
で
し
ょ
う
か
。
一
方
、
世
界
の
演
劇
人
は
い

か
な
る
〝
徳
〟
を
積
み
、
い
か
な
る
義
務
を
引

き
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　

グ
ロ
ー
バ
ル
化
し
た
経
済
は
国
家
の
境
界
を

消
し
去
り
つ
つ
あ
る
一
方
で
、
人
々
は
共
に
集

い
「
足
ど
り
の
中
に
踊
り
を
、
声
の
中
に
音

楽
を
、
手
足
の
舞
う
姿
に
美
を
見
出
し
た
」

記
憶
を
奪
わ
れ
た
だ
け
で
な
く
、
よ
り
暴
力

的
で
不
信
感
の
強
い
世
界
に
い
る
こ
と
を
思

い
知
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
人
々
が

共
に
集
い
、
よ
り
よ
い
世
界
を
築
く
の
は
、

芸
術
の
強
さ
を
通
し
て
の
み
可
能
で
あ
る
こ

と
に
気
づ
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

未
調
査
の
過
去
、
文
化
の
再
考
を

　

世
界
中
に
存
在
す
る
演
劇
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
に
と
っ
て
今
必
要
な
こ
と
は
、
国
や

地
域
や
企
業
の
私
利
私
欲
を
除
き
、
地
理
的

次
元
の
境
界
を
取
り
去
っ
た
演
劇
の
空
間
を

持
ち
、
そ
れ
を
確
実
に
存
続
さ
せ
る
こ
と
で

す
。
そ
の
た
め
に
は
歴
史
が
あ
ら
た
め
て
読

み
返
さ
れ
、
侵
略
や
植
民
地
支
配
の
再
検
証
、

さ
ら
に
未
調
査
の
過
去
、
見
落
と
さ
れ
た
文

化
の
再
考
も
必
要
で
し
ょ
う
。
人
類
が
連
綿

と
受
け
継
い
で
き
た
神
話
や
民
俗
芸
能
の
心

に
回
帰
す
る
こ
と
の
大
事
さ
は
い
う
ま
で
も

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
再
解
釈
や
演
劇
化
に

よ
っ
て
人
類
が
本
来
持
っ
て
い
る
〝
芸
術
本

能
〟
─
─
創
造
の
原
点
に
触
れ
る
こ
と
が
で

　
（
注
）老
子
の
言
葉　
「
老
子
」第
八
十
一
章「
天

の
道
は
利
し
て
害
せ
ず
＝
天
の
道
は
万
物
を
利
す

る
の
み
で
害
す
る
こ
と
が
な
い
／
聖
人
の
道
は
為

し
て
争
わ
ず
＝
聖
人
の
道
は
す
べ
て
の
人
々
の
た

め
に
行
い
、
し
か
も
そ
の
功
名
を
人
と
争
お
う
と

は
し
な
い
」
を
指
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。
潘パ

ン

基ギ
ム
ン文

国
連
事
務
総
長
も
こ
の
言
葉
を
引
用
し
て
再
任
演

説
を
行
い
「
こ
の
不
朽
の
智
恵
を
今
の
仕
事
に
生

か
し
、
百
家
争
鳴
の
中
か
ら
行
動
の
統
一
性

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

を
見

出
し
た
い
」
と
訴
え
て
い
る
。（
傍
点
訳
者
）



I.T.I. NEWS  2012 10

四
、ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
研
究
、フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
の
研
究
旅
行
そ
の
他
の
リ
サ
ー
チ
を
奨
励
・

推
進
す
る
。

五
、
演
劇
季
刊
誌
を
ウ
ェ
ブ
上
に
英
語
で
掲
載

す
る
。

六
、
ア
ジ
ア
の
戯
曲
の
英
訳
を
推
進
す
る
。
ア

ジ
ア
の
主
要
な
言
語
へ
の
翻
訳
も
考
慮
す
る
。

七
、
演
出
家
、
舞
台
技
術
者
、
舞
台
美
術
家
、

あ
る
い
は
演
劇
を
目
指
す
人
た
ち
の
活
動
を
力

づ
け
サ
ポ
ー
ト
す
る
。

八
、
伝
統
的
な
ア
ジ
ア
文
化
の
、
特
に
村
や
集

落
な
ど
の
演
劇
的
催
し
の
価
値
を
認
め
サ
ポ
ー

ト
す
る
。

九
、
歴
史
や
神
話
な
ど
の
再
解
釈
を
奨
励
し
そ

れ
ら
を
新
た
に
演
劇
化
し
板
に
載
せ
る
よ
う
努

力
す
る
。

十
、
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
の
異
な
っ
た
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
形
態
の
多
様
性
、
特
に
現
地
の
グ
ル
ー

プ
が
保
っ
て
い
る
形
態
に
注
目
し
サ
ポ
ー
ト
す

る
。

十
一
、
学
者
・
研
究
者
・
ア
ー
チ
ス
ト
た
ち
の

自
国
以
外
で
の
短
期
在
住
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
現

を
は
か
る
。

十
二
、
宗
教
劇
の
集
団
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
形

態
に
注
視
し
実
践
を
奨
励
す
る
。

十
三
、	

経
済
的
社
会
的
弱
者
と
い
わ
れ
る

人
々
の
演
劇
参
加
を
推
進
す
る
。

十
四
、	

芸
術
的
ク
オ
リ
テ
ィ
に
関
し
て
妥

協
せ
ず
、
演
劇
を
教
育
と
文
化
発
展
に
連
携

さ
せ
る
。

十
五
、	

社
会
の
中
に
お
け
る
芸
術
家
の
威

信
を
高
め
る
た
め
に
働
く
。

　

演
劇
に
携
わ
る
こ
と
の
プ
ラ
イ
ド

　

私
た
ち
が
生
き
る
ア
ジ
ア
で
は
多
く
の

国
々
で
、
演
劇
で
生
活
の
糧か
て

を
得
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。
と
は
い
え
、
私
た
ち
は
完
全

に
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
な
心
構
え
で
真
摯

に
演
劇
を
追
求
し
て
い
ま
す
。
演
劇
の
中
に

生
き
る
意
義
を
見
つ
け
て
い
る
か
ら
で
す
。

常
に
演
劇
は
独
裁
や
原
理
主
義
そ
の
他
あ
ら

ゆ
る
邪
悪
な
社
会
形
態
に
対
抗
し
て
闘
う
武

器
と
し
て
私
た
ち
と
共
に
存
在
し
ま
し
た
。

　

そ
の
演
劇
に
携
わ
る
こ
と
は
私
た
ち
の
プ

ラ
イ
ド
で
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
私
は
、
私
た

ち
の
新
し
い
「
ア
ジ
ア
演
劇
人
連
盟
」
が
世

界
に
対
し
ア
ジ
ア
演
劇
の
新
し
い
姿
を
描
き

出
す
も
の
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

き
る
で
し
ょ
う
。

　

ア
ジ
ア
に
生
き
て
い
る
私
た
ち
で
も
、
隣
国

の
文
化
遺
産
に
気
が
つ
い
て
い
な
い
こ
と
が
多

い
の
で
す
が
、
注
意
深
く
見
れ
ば
、
そ
の
文
化

形
態
や
表
現
の
中
に
多
く
の
共
通
点
が
あ
る
こ

と
が
分
か
り
ま
す
。
ア
ジ
ア
演
劇
連
盟
の
よ
う

な
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
立
ち
上
げ
る
こ
と
に
よ
り
、

私
た
ち
に
は
互
い
を
知
る
機
会
が
で
き
、
西
欧

の
人
々
に
は
文
化
の
多
様
性
を
理
解
す
る
機
会

を
提
供
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
の
で
す
。

　

私
た
ち
自
身
が
潜
在
的
に
持
つ
文
化
の
強
さ

と
他
文
化
へ
の
関
心
を
発
見
す
る
た
め
に
、
こ

こ
で
手
を
結
び
ま
し
ょ
う
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
と
協
力
体
制
が
私
た
ち
の
連
盟
の
主
た

る
ミ
ッ
シ
ョ
ン
（
社
会
的
使
命
）
で
あ
る
は
ず

で
す
。
私
は
新
し
く
立
ち
上
が
っ
た
こ
の
連
盟

に
次
の
提
案
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

一
、
地
域
の
演
劇
振
興
の
た
め
に
新
し
い
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
手
段
を

利
用
す
る
。

二
、
劇
団
あ
る
い
は
演
劇
作
品
の
相
互
交
流
公

演
企
画
を
推
進
す
る
。

三
、
地
域
あ
る
い
は
地
方
に
演
劇
祭
の
組
織
を

根
付
か
せ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
化
す
る
。
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今
大
会
の
テ
ー
マ
は
「Em

pow
ering the 

perform
ing arts : A journey to X

iqu

」
と
い

う
も
の
で
、
い
ろ
い
ろ
な
解
釈
が
で
き
る
で
し
ょ

う
が
、「
パ
フ
ォ
ー
ミ
ン
グ
・
ア
ー
ツ
に
力
を
。

中
国
伝
統
音
楽
劇
へ
の
旅
」
と
い
っ
た
意
味
に
な

る
か
と
思
い
ま
す
。
Ｉ
Ｔ
Ｉ
の
会
長　

ラ
メ
ン

デ
ュ
・
マ
ジ
ュ
ン
ダ
氏
、
ト
ビ
ア
ス
・
ビ
ア
ン
コ
ー

ネ
事
務
局
長
ほ
か
の
大
会
冒
頭
挨
拶
に
共
通
し
て

い
た
の
は
、
世
界
中
の
演
劇
が
連
帯
し
て
、
世
界

平
和
と
相
互
理
解
の
環
境
を
促
進
す
る
こ
と
の
必

要
性
と
、
文
化
の
多
様
性
を
維
持
し
な
が
ら
、
違

う
文
化
と
の
交
流
を
図
る
重
要
性
で
す
。中
で
も
、

「
ダ
イ
ヴ
ァ
ー
シ
テ
ィ
」（
多
様
性
）
と
い
う
言
葉

は
、
総
会
、
委
員
会
で
多
く
の
発
言
者
か
ら
発
せ

ら
れ
ま
し
た
。

　

財
政
基
盤
の
強
化
な
ど
討
議

　

全
６
日
の
日
程
の
、
第
２
、４
、６
日
の
午
前
が

総
会
、
２
日
目
午
後
３
日
目
午
前
で
、
各
委
員
会
、

夜
は
す
べ
て
、
京
劇
は
じ
め
中
国
各
地
の
戯
シ
イ
チ
ュ
イ曲

（
伝
統
音
楽
劇
）、
現
代
劇
、
ユ
ネ
ス
コ
・
チ
ェ
ア

に
よ
る
成
果
発
表
劇
な
ど
、
各
日
１
〜
４
本
の
中

か
ら
選
択
の
観
劇
、
そ
の
間
に
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
レ
ク
チ
ュ
ア
が
あ
る
と
い

う
盛
り
だ
く
さ
ん
の
構
成
で
す
。
朝
か
ら
晩
ま
で

第
33
回
Ｉ
Ｔ
Ｉ
世
界
大
会
、
中
国
・
厦ア
モ
イ門
で
開
催

　

本
来
な
ら
ば
、
２
年
に
一
度
な
の
で
、
昨
年
開
催
さ
れ
る
は
ず
の
世
界
大
会
で
す
が
、
こ
れ
ま
で
の
Ｉ
Ｔ
Ｉ

ニ
ュ
ー
ス
の
記
事
に
も
あ
り
ま
し
た
通
り
、諸
事
情
に
よ
り
開
け
ず
に
い
た
大
会
が
、２
０
０
８
年
の
マ
ド
リ
ッ

ド
か
ら
３
年
を
経
て
、
２
０
１
１
年
９
月
19
日
よ
り
９
月
24
日
ま
で
、
中
国
政
府
、
ア
モ
イ
市
の
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
の
も
と
、
Ｉ
Ｔ
Ｉ
中
国
セ
ン
タ
ー
（
中
国
戯
劇
家
協
会
）
の
オ
ー
ガ
ナ
イ
ズ
に
よ
り
、
ア
モ
イ
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
参
加
は
、72
カ
国
、４
２
０
人
で
、前
回
よ
り
国
数
、人
数
と
も
増
加
と
な
り
ま
し
た
。
日
本
か
ら
は
、

斎
明
寺
以
玖
子
副
会
長
を
団
長
に
小
田
切
国
際
理
事
、総
勢
４
人
が
参
加
し
ま
し
た
。　
　
（
報
告
・
松
田
和
彦
）

大
会
冒
頭
挨
拶
に
共
通
し
て
い
た
の
は
、
世
界
平
和
と

相
互
理
解
の
環
境
を
促
進
す
る
こ
と
の
必
要
性
と

文
化
の
多
様
性
を
維
持
し
な
が
ら
、
違
う
文
化

と
の
交
流
を
図
る
重
要
性
で
し
た

大
会
テ
ー
マ
パ
フ
ォ
ー
ミ
ン
グ
・
ア
ー
ツ
に
力
を
─
─
中
国
伝
統
劇
へ
の
旅

今大会で制定された
ＩＴＩの新マーク
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ぎ
っ
ち
り
の
日
程
に
も
関
わ
ら
ず
、
深
夜
に
は
、

ホ
テ
ル
や
会
場
の
ア
モ
イ
国
際
展
示
場
近
辺
の
店

で
は
、
飲
み
食
べ
な
が
ら
の
国
際
交
流
も
行
わ
れ

て
い
ま
し
た
。

　

総
会
は
、
挨
拶
、
過
去
３
年
の
活
動
報
告
、
入

退
会
セ
ン
タ
ー
報
告
、
各
委
員
会
・
ワ
ー
キ
ン
グ

グ
ル
ー
プ
（
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
演
劇
文
化

全
般
、
ド
ラ
マ
、
ダ
ン
ス
、
フ
ェ
ス
テ
ィ
ヴ
ァ
ル
、

モ
ノ
ド
ラ
マ
、
劇
作
家
、
音
楽
劇
、
国
際
製
作
、

演
劇
教
育
、
若
者
育
成
、
人
権
）
の
活
動
報
告
と

承
認
、
増
加
す
る
パ
リ
本
部
の
活
動
と
そ
れ
を
支

え
る
費
用
の
た
め
、
不
安
定
な
財
政
基
盤
と
引
き

続
き
の
資
金
集
め
努
力
が
謳
わ
れ
る
財
政
報
告
と

承
認
、
規
約
改
訂
の
説
明
と
承
認
、
新
理
事
国
の

選
挙
、
今
後
の
活
動
計
画
と
承
認
な
ど
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
議
事
が
、
英
仏
同
時
通
訳
つ
き

３
５
０
人
収
容
の
会
場
で
、
国
連
タ
イ
プ
の
世
界

組
織
と
同
じ
く
、
１
国
１
票
制
度
で
進
ん
で
い
き

ま
す
。「
シ
ア
タ
ー
」と
い
う
言
葉
を
も
つ
組
織
が
、

こ
の
よ
う
な
世
界
大
会
を
開
い
て
い
る
こ
と
は
、

初
め
て
見
る
人
に
は
壮
観
と
い
う
ほ
か
な
い
も
の

で
、「
シ
ア
タ
ー
」
と
い
う
も
の
の
世
界
で
の
認

知
度
と
重
要
性
に
思
い
至
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

小
田
切
よ
う
こ
国
際
理
事
再
任

　

新
理
事
の
選
挙
は
、
定
数
２
０
人
に
、
２
５
人

が
立
候
補
し
、
各
候
補
が
ス
ピ
ー
チ
の
あ
と
、
投

票
が
行
わ
れ
、
規
定
の
過
半
数
を
満
た
し
た
１
９

人
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
小
田
切
よ
う
こ
理
事
も

再
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

19
人
の
出
身
国
は
、
日
本
の
他
、
バ
ン
グ
ラ
デ

シ
ュ
、
米
国
、
ド
イ
ツ
、
ジ
ャ
マ
イ
カ
、
ロ
シ
ア
、

中
国
、
フ
ジ
ャ
イ
ラ
Ｕ
Ａ
Ｅ
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、

ス
ー
ダ
ン
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
ス
イ
ス
、
韓
国
、
ス

ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
、
ブ
ル
キ
ナ
フ
ァ
ソ
、
オ
ラ
ン
ダ
、

ベ
ル
ギ
ー
、
メ
キ
シ
コ
、
キ
プ
ロ
ス
で
、
落
選
し

た
の
は
、
カ
メ
ル
ー
ン
、
チ
ャ
ド
、
セ
ネ
ガ
ル
、

英
国
、
ク
ロ
ア
チ
ア
、
ギ
リ
シ
ャ
で
し
た
。
新
し

い
メ
ン
バ
ー
の
理
事
国
会
議
で
、
マ
ジ
ュ
ン
ダ
氏

が
会
長
に
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
大
会
中
に
は
、
各
国
セ
ン
タ
ー
の
事
務
局

を
対
象
に
し
た
パ
リ
本
部
と
の
会
議
が
も
た
れ
、

各
セ
ン
タ
ー
の
運
営
の
仕
方
に
つ
い
て
、
質
疑
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
２
０
０
９
年
に
制
定
さ
れ
た
、

各
国
Ｉ
Ｔ
Ｉ
セ
ン
タ
ー
が
守
る
べ
き
規
則
・
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
の
重
要
性
が
強
調
さ
れ
ま
し
た
。

　

次
回
の
世
界
大
会
は
、
２
０
１
３
年
秋
に
、

キ
ュ
ー
バ
の
ハ
バ
ナ
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

中国・厦門（アモイ）で開かれたＩＴＩ世界大会に出席した日本セ
ンター訪中団＝後列左から松田和彦（筆者）、大原典子、前列左から
小田切ようこ、斎明寺以玖子の各氏と前列右端は韓国代表の辛一秀氏

「
シ
ア
タ
ー
」
と
い
う
言
葉
を
も
つ
組
織
が

こ
の
よ
う
な
世
界
大
会
を
開
い
て
い
る
こ
と
は

初
め
て
見
る
人
に
は
壮
観
と
い
う
ほ
か
な
い
も
の
で
し
た
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写
真
は
昨
年
８
月
６
〜
９
日
、
世
田
谷
パ
ブ
リ
ッ
ク
シ
ア
タ
ー
で

上
演
さ
れ
た
『
こ
の
子
た
ち
の
夏
』　
（
撮
影
・
谷
古
宇
正
彦
）

と
で
あ
っ
た
も
の
と
思
い
ま
す
。
人
間
は
簡
単
に

忘
れ
る
動
物
で
あ
り
ま
す
か
ら
。

　

そ
し
て
再
開
に
あ
た
り
、
出
演
者
が
一
斉
に
戦

後
世
代
と
な
り
ま
し
た
。
時
代
は
流
れ
ま
す
。
戦

争
を
知
ら
な
い
人
間
が
こ
れ
か
ら
を
担
う
若
者
た

ち
に
伝
え
て
ゆ
く
。
演
劇
と
い
う
表
現
形
態
だ
か

ら
こ
そ
な
し
得
る
こ
と
、
そ
う
信
じ
私
た
ち
は
稽

古
か
ら
本
番
へ
と
臨
ん
だ
の
で
す
。

　

こ
こ
ま
で
深
く
触
れ
る
、
そ
し
て
こ
ん
な
に
も

残
さ
れ
た
言
葉
と
真
剣
に
対
峙
し
、
何
よ
り
「
自

分
た
ち
の
心
の
奥
深
く
が
動
く
」
と
い
う
６
名
の

体
験
が
、
す
べ
て
を
新
鮮
に
さ
せ
て
い
た
よ
う
に

感
じ
ま
す
。
そ
れ
が
確
実
に
観
客
に
伝
わ
り
、「
今

ま
で
に
な
い
感
動
を
覚
え
た
」
と
い
う
感
想
も
多

く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

３
・
11
を
経
験
し
て
し
ま
っ
た
か
ら
こ
と
さ
ら

だ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
状
況
説
明

か
ら
始
ま
っ
た
細
か
な
木
村
演
出
の
も
と
、
６
名

の
女
優
は
戦
争
の
疑
似
体
験
を
し
、
大
切
な
も
の

は
何
な
の
か
を
身
体
で
受
け
と
め
表
現
し
た
か
ら

こ
そ
、
お
客
さ
ま
は
新
し
い
作
品
を
見
る
か
の
ご

と
く
一
人
一
人
の
生
命
の
重
さ
を
そ
こ
に
再
発
見

し
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

不
幸
な
出
来
事
が
続
き
ま
す
。
そ
れ
を
乗
り
越

え
て
こ
そ
人
間
で
す
。
そ
の
た
め
に
演
劇
人
が
出

来
る
こ
と
を
―
。
当
然
と
も
い
え
る
使
命
を
続
け

て
ゆ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
夏
で
し
た
。

が
の
び
や
か
な

解
放
感
に
裏
う

ち
さ
れ
て
い
る

美
し
い
季
節

だ
。
と
く
に
子

供
た
ち
に
と
っ

て
は
─
─
。
ラ

ン
ナ
ウ
ェ
イ
の

夏
休
み
。

　

し
か
し
、
今

あ
ら
た
め
て
思

う
の
だ
が
、
あ

の
日
の
朝
、
広

新
生
『
こ
の
子
た
ち
の
夏
』
に
寄
せ
て

　

１
９
８
５
年
、
戦
後
40
年
の
年
に
『
こ

の
子
た
ち
の
夏
』
は
生
ま
れ
ま
し
た
。
演

出
家
で
こ
の
作
品
の
構
成
者
、
木
村
光
一

が
以
前
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
こ
う
書
い
て

い
ま
す
。

　
「
夏
と
い
う
季
節
は
、
そ
の
き
び
し
さ

島
・
長
崎
の
子
供
た
ち
の
多
く
は
、
す
で
に
炎
天

下
、
汗
ま
み
れ
の
労
働
の
最
中
に
い
た
─
─
。
勤

労
作
業
、あ
る
い
は
戦
時
下
の
遅
れ
た
補
修
授
業
。

沢
山
の
子
供
た
ち
が
一
瞬
の
閃
光
の
下
で
集
団
で

焼
き
つ
く
さ
れ
た
の
も
、
自
分
た
ち
本
来
の
美
し

い
夏
を
返
上
し
て
、
何
者
か
に
よ
っ
て
約
束
さ
れ

た
未
来
の
た
め
に
奉
仕
し
て
い
た
か
ら
で

あ
る
。（
後
略
）」

　

唯
一
の
戦
争
に
よ
る
被
爆
国
で
あ
る
日

本
の
、
日
本
人
と
し
て
の
経
験
を
記
録
で
な
く
記

憶
に
留
め
た
い
と
、
木
村
光
一
が
膨
大
な
資
料
の

中
か
ら
テ
ー
マ
を
「
母
と
子
」
に
絞
り
、
朗
読
劇

と
し
て
ま
と
め
た
の
が
こ
の
作
品
で
す
。

　

地
人
会
解
散
後
の
空
白
を
埋
め
て

　

演
劇
制
作
体
地
人
会
解
散
の
２
０
０
７
年
ま
で

23
年
間
に
渡
り
続
け
ら
れ
た
本
作
品
、
地
人
会
の

解
散
と
同
時
に
上
演
の
機
会
も
失
っ
て
い
ま
し

た
。
昨
年
、
新
た
に
（
社
）
国
際
演
劇
協
会
の
事

業
と
し
て
新
し
い
命
を
吹
き
返
す
こ
と
が
出
来
ま

し
た
の
は
、
彼
ら
の
死
の
上
に
あ
る
〝
今
〟
を
生

き
る
私
た
ち
に
と
っ
て
、
こ
と
の
ほ
か
重
要
な
こ

渡
辺
　
江
美
（
地
人
会
新
社
）

が動く」体験「心の奥深く
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第
2
回
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｓ(

世
界
演
劇
学
校
連

盟)

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
、
２
０
１
１
年

9
月
18
日
よ
り
27
日
ま
で
の
10
日
間
に

渡
っ
て
、
中
国
の
北
京
・
中
央
戯
劇
学
院

（
略
称
・
中
戯
）
で
開
催
さ
れ
た
。
桐
朋

学
園
芸
術
短
期
大
学
は
教
員
2
名
と
学
生

ン
バ
ー
は
、
世
界
の
演
劇
学
校
か
ら
14
校
（
文
末

参
考
資
料
参
照
）
が
選
ば
れ
て
い
る
が
、
い
ず
れ

も
そ
の
国
に
お
い
て
は
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
演
劇
学

校
ば
か
り
で
、
本
学
が
こ
れ
に
参
加
で
き
る
こ
と

は
光
栄
の
一
語
に
尽
き
る
と
共
に
、
ま
た
本
学
の

演
劇
教
育
を
支
え
る
大
き
な
励
み
と
も
な
っ
て
い
る
。

　
課
題
戯
曲
『
リ
チ
ャ
ー
ド
三
世
』

　

今
回
の
第
2
回
大
会
の
参
加
校
は
、
ド
イ
ツ
、

ブ
ル
ガ
リ
ア
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
、
イ
ン
ド
、
韓
国
、

中
国
、
そ
し
て
日
本
か
ら
は
本
学
が
参
加
し
計
7

校
の
参
加
で
あ
っ
た
。
参
加
校
に
は
課
題
戯
曲
と

し
て
Ｗ
・
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
か
ら
『
リ
チ
ャ
ー
ド

三
世
』
を
、
そ
し
て
そ
の
国
の
特
徴
あ
る
オ
リ
ジ

ナ
ル
戯
曲
を
1
本
用
意
し
て
そ
れ
ぞ
れ
1
時
間
以

内
に
ま
と
め
上
演
す
る
こ
と
、
加
え
て
2
時
間
30

分
程
度
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
主
催
す
る
こ
と

等
々
が
条
件
と
し
て
課
せ
ら
れ
た
。
参
加
校
が
７

校
だ
っ
た
と
は
言
え
、
連
日
に
わ
た
っ
て
各
校
そ

れ
ぞ
れ
の
『
リ
チ
ャ
ー
ド
３
世
』
と
各
国
の
特
色

（
桐
朋
学
園
芸
術
短
期
大
学
学
長
）

越
光
照
文

第 2 回　　　　　( 世界演劇学校連盟 ) フェスティバルＧＡＴＳ

12
名
お
よ
び
ス
タ
ッ
フ
3
名
の
総
勢
17
名
を
も
っ

て
こ
れ
に
参
加
し
、
参
加
各
国
の
演
劇
学
校
教
員

お
よ
び
学
生
た
ち
と
の
交
流
を
深
め
た
。以
下
に
、

そ
の
報
告
を
簡
単
に
ま
と
め
て
お
き
た
い
。

　

Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｓ(

世
界
演
劇
学
校
連
盟)

と
は

Global Alliance of Theatre Schools

の
略
称

で
、UN

ESCO
 Chair

（
ユ
ネ
ス
コ
移
動
演
劇
講
座
） 

Ｉ
Ｔ
Ｉ
に
よ
っ
て
２
０
０
７
年
に
設
立
さ
れ
、
08

年
の
9
月
に
ス
ペ
イ
ン
の
バ
ル
セ
ロ
ナ
で
開
催
さ

れ
た
第
5
回
世
界
演
劇
学
校
長
会
議
お
よ
び
マ
ド

リ
ッ
ド
で
の
第
32
回
Ｉ
Ｔ
Ｉ
世
界
大
会
に
お
い
て

満
場
一
致
で
採
決
・
承
認
さ
れ
た
組
織
で
あ
る
。

　

そ
の
目
的
は
ハ
イ
レ
ベ
ル
な
意
味
で
の
演
劇
教

育
の
経
験
や
そ
の
成
果
を
交
換
し
、分
か
ち
合
い
、

ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
協
力
を
涵
養
し
促
進
す
る
こ
と

に
あ
る
。
ま
た
、
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｓ(
世
界
演
劇
学
校
連

盟)

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
2
年
に
一
度
、
中
央
戯

劇
学
院
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
今

回
は
09
年
に
続
い
て
の
第
2
回
目
の
開
催
で
あ
っ

た
。
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｓ(

世
界
演
劇
学
校
連
盟)

参
加
メ

課題戯曲『リチャード三世』を競演＝桐朋学園の舞台

桐
朋
学
園
が
参
加
し
て

　

中
央
戯
劇
学
院
で
開
催

北
　

京
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を
出
し
た
「
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
」

の
上
演
お
よ
び
「
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
が
催
さ
れ
、

誠
に
充
実
し
た
実
り
豊
か
な
10
日
間
で
あ
っ
た
。

　

参
加
7
校
と
も
そ
の
舞
台
成
果
に
お
い
て
は
甲

乙
つ
け
が
た
く
、
ま
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
内
容

に
お
い
て
も
文
字
通
り
「
ハ
イ
レ
ベ
ル
な
意
味
で

演
劇
教
育
の
経
験
や
そ
の
成
果
を
分
か
ち
合
う
」

機
会
と
な
っ
た
。
我
田
引
水
に
な
る
が
、
本
学
の

『
リ
チ
ャ
ー
ド
三
世
』は
終
演
時
に
は
ス
タ
ン
デ
ィ

ン
グ
・
オ
ベ
イ
シ
ョ
ン
で
迎
え
ら
れ
、
ナ
シ
ョ
ナ

ル
・
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と
し
て
準
備
し
た
『
夕
鶴
』

（
作
・
木
下
順
二
）
も
大
変
好
評
を
博
し
た
こ
と

を
こ
こ
に
報
告
し
て
お
き
た
い
。

　

09
年
の
第
1
回
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
も
本
学
は

課
題
戯
曲
の
『
ロ
ミ
オ
と
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
』
及
び

『
狂
言
・
附ぶ

す子
』
を
も
っ
て
参
加
す
る
予
定
で
あ
っ

た
が
、
折
り
か
ら
の
、
そ
の
年
度
に
世
界
的
に
大

流
行
し
た
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
本
学
の
学
生
が
罹

患
し
た
た
め
、
出
発
の
前
日
に
参
加
を
断
念
し
た

経
緯
が
あ
り
、
そ
の
意
味
に
お
い
て
も
今
回
の
参

加
は
有
意
義
な
成
果
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま

た
、
最
終
日
の
閉
会
式
に
お
け
る
セ
レ
モ
ニ
ー
で

は
最
優
秀
演
技
者
賞
と
優
秀
演
技
者
賞
が
参
加
各

校
に
1
名
づ
つ
贈
ら
れ
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
と
な
っ
た
。
な
お
、
最
優
秀
演

技
者
賞
の
受
賞
者
に
は
中
央
戯
劇
学
院
に
半
年
間

で
は
あ
る
が
、
無
償
で
留
学
で
き
る
特
典
も
あ

り
、
本
学
か
ら
も
男
子
学
生
1
名
が
そ
の
対
象
者

に
な
っ
た
。

　

徐
翔
「
中
戯
」
院
長
の
主
導
で
国
際
交
流

　

な
お
、Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｓ
（
世
界
演
劇
学
校
連
盟
）
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
の
ホ
ス
ト
校
を
務
め
て
い
る
北
京
・

中
央
戯
劇
学
院
と
本
学
と
の
関
係
は
長
く
、
逆
上

る
こ
と
既
に
１
９
８
３
年
に
は
演
劇
専
攻
を
中
心

と
す
る
中
国
研
修
旅
行
が
企
画
さ
れ
中
央
戯
劇
学

院
を
訪
問
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
お
互
い
の
研
修

先
と
し
て
教
員
や
学
生
を
含
め
た
密
な
る
交
流
が

10
年
余
り
続
い
た
が
、
１
９
９
０
年
代
の
後
半
か

ら
は
そ
の
交
流
が
一
時
途
絶
え
て
い
た
。し
か
し
、

２
０
０
８
年
に
は
や
は
り
中
央
戯
劇
学
院
が
ホ
ス

ト
校
と
な
っ
て
い
る
Ａ
Ｔ
Ｅ
Ｃ(

ア
ジ
ア
演
劇
教

育
セ
ン
タ
ー)

の
第
3
回
大
会
に
お
い
て
、
主
要

メ
ン
バ
ー
で
あ
り
幹
事
校
と
し
て
も
Ａ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
を

リ
ー
ド
し
て
い
る
日
本
大
学
芸
術
学
部
演
劇
学
科

の
好
意
あ
る
推
薦
を
受
け
て
、
本
学
も
準
メ
ン

バ
ー
と
し
て
迎
え
ら
れ
、
10
年
か
ら
は
正
式
メ
ン

バ
ー
と
し
て
位
置
付
く
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
れ
が

切
っ
掛
け
と
な
り
、
再
び
中
央
戯
劇
学
院
と
の
交

流
が
復
活
し
た
こ
と
は
本
学
に
と
っ
て
誠
に
喜
ば

し
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
中
央
戯
劇
学
院
は

徐
翔
学
院
長
の
主
導
の
も
と
に
積
極
的
に
世
界
の

演
劇
学
校
間
に
お
け
る
交
流
促
進
の
任
を
担
っ
て

桐朋学園のナショナル・パフォーマンス『夕鶴』の舞台

公
演
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
も
「
ハ
イ
レ
ベ
ル
な
意
味
で
の

演
劇
教
育
の
経
験
や
そ
の
成
果
を
分
か
ち
合
う
」
─
─

Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｓ
の
目
的
に
か
な
う
も
の
と
な
っ
た
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お
り
、
そ
の
努
力
に
こ
の
場
を
借
り
て
敬
意
を
表

し
て
お
き
た
い
。

　

演
劇
学
校
と
劇
場
の
提
携
を
模
索

　

ひ
る
が
え
っ
て
、
我
が
国
に
お
け
る
各
演
劇
学

校
間
の
連
携
は
誠
に
貧
弱
で
あ
る
、
と
言
っ
て
も

過
言
で
は
な
い
。
少
子
化
に
よ
る
大
学
全
入
時
代

を
迎
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
の
学
生
確
保
が
年
々

厳
し
さ
を
増
す
状
況
に
は
あ
っ
て
も
、
お
互
い
の

利
害
を
超
え
日
本
に
お
け
る
演
劇
教
育
の
発
展
・

充
実
の
た
め
に
、
各
演
劇
学
校
間
の
連
携
と
そ
の

組
織
化
は
必
須
の
課
題
で
あ
る
だ
ろ
う
。
本
学
は

そ
の
連
携
促
進
の
た
め
に
も
積
極
的
に
そ
の
任
に

当
た
り
た
い
、
と
考
え
る
。
こ
こ
で
は
未
だ
詳
細

を
公
表
で
き
る
段
階
に
は
な
い
が
、
最
新
の
情
報

と
し
て
、
東
京
都
内
の
有
力
な
劇
場
と
演
劇
コ
ー

ス
を
擁
す
る
大
学
か
ら
、
本
学
を
含
め
た
演
劇
学

校
間
の
連
携
を
模
索
す
る
旨
の
要
請
が
届
い
て
い

る
こ
と
を
報
告
し
て
お
き
た
い
。
ま
た
、
こ
れ

か
ら
は
各
演
劇
学
校
が
あ
る
そ
の
地
域
の
劇
場
・

ホ
ー
ル
と
の
連
携
促
進
も
必
要
で
あ
ろ
う
。
そ
の

意
味
で
、
本
学
の
位
置
す
る
地
域
に
は
調
布
市
が

運
営
す
る
「
せ
ん
が
わ
劇
場
」
が
存
し
て
お
り
、

広
義
の
意
味
で
の
演
劇
教
育
・
芸
術
教
育
を
実
践

す
る
拠
点
と
し
て
の
劇
場
で
あ
る
べ
く
、
本
学
な

り
の
提
言
を
模
索
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

以
上
を
持
っ
て
、
簡
単
で
は
あ
る
が
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｓ

(

世
界
演
劇
学
校
連
盟)

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
報

告
お
よ
び
、
我
が
国
の
演
劇
学
校
間
の
現
状
の
レ

ポ
ー
ト
と
し
た
い
。

　
【
参
考
資
料
】
第
2
回
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｓ
（
世
界
演
劇

学
校
連
盟
）
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
参
加
校
お
よ
び
加

盟
校
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　

第
2
回
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｓ(

世
界
演
劇
学
校
連
盟)

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
参
加
校

T
h

e Sch
ool of D

ram
atic A

rt "E
rn

st 
Busch",Germ

any　

(

ド
イ
ツ)

N
ational A

cadem
y of Theatre and Firm

 
Arts – N

AFTA, Bulgaria　

(

ブ
ル
ガ
リ
ア)

N
ational I.K.Karpenko – Karyi U

niversity 
of Theatre, Chinem

a and Television from
 

Kiev,  U
kraina　

(

ウ
ク
ラ
イ
ナ)

N
ational School of D

ram
a, India　

(

イ
ン
ド)

C
h

u
n

g
 - A

n
g

 U
n

iversity, T
h

eatre 
D

epartm
ent, Korea　

(

韓
国)

The Central Academ
y of D

ram
a, China　

(

中
国)

Toho Gakuen College of D
ram

a and M
usic, 

Japan　

(

日
本)

　

Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｓ(

世
界
演
劇
学
校
連
盟)

加
盟
校

Royal Academ
y of D

ram
atic Art, Britain　

(

イ
ギ
リ
ス)

Ludw
ik Solski State D

ram
a School from

 
Krakow

, Poland　

(

ポ
ー
ラ
ン
ド)

St Petersburg State Theatre Arts Academ
y, 

Russia　

(

ロ
シ
ア)

Institut del Theatre Barcelona, Spain　

(

ス

ペ
イ
ン)

V
eracruzana U

niversity from
 X

alapa, 
M

exico　

(

メ
キ
シ
コ)

N
ation

al In
stitu

te of D
ram

atic A
rt, 

Australia　

(

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア)

Shanghai Theatre Academ
y, China　

(

中
国)

桐朋学園のナショナル・パフォーマンス『夕鶴』の舞台
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参
加
者
は
22
名
（
そ
の

う
ち
外
国
人
は
７
名
─
中

国
、
韓
国
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、

ラ
ト
ビ
ア
、
ド
イ
ツ
）。

　

講
師
は
花
柳
寿
美
、
花

柳
翫
一
、
藤
蔭
静
枝
、
勝

美
巴
湖
、
花
柳
奈
卯
女
、

藤
蔭
瑠
里
娘
の
諸
師
。

　

練
習
に
選
ば
れ
た
曲
は

先
生
方
が
帰
ら
れ
た
後
も
残
っ
て
自

主
練
習
（
稽
古
場
は
夜
10
時
ま
で
使

え
た
）
を
す
る
な
ど
、「
伝
統
」
を

捉
え
よ
う
と
す
る
受
講
生
の
情
熱
に

接
し
、
稽
古
場
を
あ
ず
か
る
Ｉ
Ｔ
Ｉ

ス
タ
ッ
フ
に
と
っ
て
も
清
々
し
く
気

の
引
き
締
ま
る
日
々
で
あ
っ
た
。

　

舞
踊
史
と
着
物
文
化

　

初
日
、
開
講
式
の
後
に
舞
踊
評
論

家
の
西
形
節
子
氏
に
よ
る
日
本
舞
踊

の
概
論
と
舞
踊
史
の
講
義
か
ら
始

ま
っ
て
、
立
つ
・
歩
く
な
ど
の
動
作

の
基
本
の
実
習
に
移
っ
た
。
そ
れ
ら

の
基
本
が
く
ま
な
く
織
り
込
ま
れ
て

い
る
た
め
初
歩
の
メ
ソ
ッ
ド
と
し
て

よ
く
用
い
ら
れ
る
『
菊
づ
く
し
』
の

練
習
で
あ
る
。

　

２
日
目
、着
物
文
化
を
学
ぼ
う
と
、

着
物
の
歴
史
や
成
り
立
ち
・
仕
組
み
、

気
候
風
土
に
よ
る
反
物
の
特
徴
、
環

境
・
芸
能
と
の
関
係
な
ど
に
つ
い
て

簡
単
な
講
義
の
後
、
実
際
に
自
分
で

稽
古
着
の
浴
衣
を
着
る
。
着
付
け
教

室
の
よ
う
に
見
え
る
が
さ
に
非
ず
。

こ
れ
が
す
で
に
舞
踊
の
稽
古
始
め
な

第 23 回伝統芸能ワークショップ

洋楽の『ボレロ』にも挑戦

長
唄
の『
菊
づ
く
し
』『
松
の
緑
』『
供

奴
』『
手
習
子
』『
末
廣
狩
』
と
日
本

古
謡
の
『
さ
く
ら
さ
く
ら
』
の
ほ
か
、

日
本
舞
踊
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
し

て
初
め
て
洋
楽
に
も
挑
戦
、
ラ
ベ
ル

作
曲
の
『
ボ
レ
ロ
』
が
加
え
ら
れ
た
。

　

猛
暑
の
中
、
毎
日
朝
10
時
半
か
ら

午
後
6
時
ま
で
の
集
中
授
業
の
よ
う

な
密
度
で
稽
古
、
さ
ら
に
、
講
師
の

日
本
舞
踊

　

毎
年
夏
に
開
催
し
て
き
た
Ｉ
Ｔ
Ｉ
の
伝
統
芸

能
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
今
年
で
23
年
目
と
い
う

長
寿
番
組
で
あ
る
。
当
初
は
外
国
人
に
日
本
文

化
を
紹
介
し
理
解
を
深
め
る
た
め
に
行
っ
て
き

た
も
の
が
、
12
〜
3
年
前
か
ら
、
伝
統
芸
能
を

学
ぶ
こ
と
は
日
本
人
に
こ
そ
必
要
、
当
然
備
え

持
つ
べ
き
素
養
で
あ
る
と
の
考
え
か
ら
、
日
本

人
外
国
人
混
成
の
特
色
が
認
め
ら
れ
て
文
化
庁

委
託
事
業
と
な
っ
た
。
今
年
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

芸
能
と
関
連
を
持
つ
日
本
舞
踊
の
実
践
を
通
し

て
日
本
文
化
の
総
体
を
知
ろ
う
、
と
い
う
大
き

な
目
標
の
も
と
に
進
め
ら
れ
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
は
８
月
10
日
か
ら
21
日
ま
で
水
天
宮
ピ
ッ
ト

で
、
公
開
発
表
会
22
日
は
国
立
能
楽
堂
研
修
能

舞
台
で
行
わ
れ
た
。（
報
告
・
小
田
切
よ
う
こ
）

能
舞
台
で
公
開
発
表
会

長
唄
・
三
味
線
の

〝
生
演
奏
〟で

国立能楽堂研修能舞台で行われた公開発表会（撮影・奥秋圭）
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の
で
あ
る
。多
様
な
帯
の
文
化
な
ど
、

結
ぶ
こ
と
の
美
学
な
ど
が
着
る
指
導

の
合
間
に
自
然
に
入
っ
て
く
る
。
次

に
は
着
物
の
畳
み
方
。
ひ
と
通
り
済

ん
で
着
物
が
身
に
馴
染
ん
で
く
る
に

つ
れ
、
初
心
者
の
堅
さ
が
ほ
ぐ
れ
、

む
し
ろ
ゆ
と
り
が
見
え
て
き
た
。

　

７
日
目
に
「
京
舞
」
に
つ
い
て
山

村
流
の
山
村
若
師
が
講
義
と
実
演
、

関
東
の
踊
り
と
関
西
の
舞
い
の
違
い

を
学
び
、
８
日
目
は
東
音
福
田
眞
規

師
に
よ
る
「
長
唄
と
三
味
線
」
に
つ

い
て
。
受
講
生
は
実
際
に
三
味
線
に

触
れ
絃
を
弾
い
て
音
を
出
し
古
謡
の

『
さ
く
ら
さ
く
ら
』
に
挑
戦
。

　

稽
古
と
講
義
の
組
み
合
わ
せ

　

９
日
目
の
「
鳴
物
」
の
講
義
は
藤

舎
千
穂
師
ほ
か
に
よ
り
四し
び
ょ
う
し

拍
子
の
説

明
。
三
味
線
の
渡
来
以
前
の
伴
奏
は

も
っ
ぱ
ら
こ
の
四
つ
（
小
鼓
、大
鼓
、

太
鼓
、
笛
）
の
リ
ズ
ム
楽
器
で
行
わ

れ
て
お
り
、
笛
（
能
管
、
篠
笛
）
も

リ
ズ
ム
を
受
け
持
っ
て
、
村
祭
の
お

囃
子
な
ど
に
は
こ
の
四
拍
子
が
受
け

継
が
れ
て
い
る
の
だ
と
い
う
。

　

実
際
に
楽
器
を
組
み
立
て
る
過
程

を
見
た
り
実
物
に
触
れ
て
拍
子
を
と

る
機
会
な
ど
滅
多
に
な
い
こ
と
な
の

で
受
講
生
は
皆
、
興
奮
気
味
で
あ
っ

た
。

　

10
日
目
は

「
衣
裳
」
に
つ

い
て
。
踊
り
の

衣
裳
が
歌
舞
伎

舞
踊
の
衣
裳
か

ら
発
展
し
、
省

略
さ
れ
た
り
誇

張
さ
れ
た
り
な

ど
舞
踊
と
い
う

ジ
ャ
ン
ル
の
た

め
に
変
化
し
、
基
本
の
上
に
常
に
創

意
工
夫
が
あ
る
こ
と
な
ど
を
教
わ

る
。
受
講
生
か
ら
は
、
着
物
の
「
お

端は
し
ょ折
り
」
は
い
つ
ご
ろ
か
ら
一
般
的

に
な
っ
た
か
、
帯
の
「
角
出
し
」
の

結
び
方
に
見
ら
れ
る
両
側
の
「
角
」

を
出
す
高
さ
は
年
齢
で
ど
う
違
う
か

な
ど
質
問
を
多
発
、
関
心
の
高
さ
が

う
か
が
え
た
。

　

講
義
は
午
後
の
１
時
間
半
だ
け
と

は
い
え
充
実
し
、
稽
古
と
併
せ
た
こ

と
は
よ
い
試
み
だ
っ
た
と
思
う
。
下

浚
い
の
日
に
は
地じ
か
た方
さ
ん
の
生
演
奏

と
と
も
に
練
習
し
た
。

　

課
外
に
は
希
望
者
が
６
時
か
ら
9

時
ま
で
３
日
間
に
わ
た
り
「
殺た

て陣
」

の
稽
古
を
、付
け
拍
子
も
加
え
て（
花

柳
翫
一
師
指
導
）。
ま
た
『
手
習
子
』

で
は
黒く
ろ
こ衣

の
練
習
も
あ
っ
た
。

　

今
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
特
筆

し
た
い
こ
と
が
二
つ
あ
っ
て
、
一
つ

は
藤
蔭
静
枝
師
が
創
作
舞
踊
と
し
て

洋
楽
の
『
ボ
レ
ロ
』
を
振
り
付
け
た

こ
と
。
東
日
本
大
震
災
で
犠
牲
と

な
っ
た
方
々
へ
の
鎮
魂
の
思
い
を
込

め
た
も
の
と
い
う
。
も
う
一
つ
は
地

方
さ
ん
の
生
演
奏
で
踊
る
機
会
を
得

た
こ
と
で
あ
る
。

　

橋
掛
り
か
ら
登
場
し
て

　

発
表
会
の
日
、
能
舞
台
の
地じ
う
た
い
ざ

謡
座

の
と
こ
ろ
に
緋
毛
氈
を
敷
き
、長
唄
・

三
味
線
の
方
々
が
並
び
、
鳴
物
の
先

生
方
は
下
手
の
幕
の
向
こ
う
側
で
見

え
な
い
が
し
っ
か
り
生
の
音
が
聞
こ

え
て
く
る
。
チ
ョ
ー
ン
と
柝き

が
入
っ

て
橋
掛
り
か
ら
踊
り
手
が
登
場
す
る

な
ど
、
能
舞
台
の
催
し
と
し
て
は
か

な
り
ユ
ニ
ー
ク
な
の
だ
が
、
こ
れ
が

極
め
て
自
然
に
感
じ
ら
れ
る
く
ら
い

に
溶
け
込
ん
で
い
た
。

　

祝
儀
物
の
古
典
『
松
の
緑
』、
娘

の
寺
子
屋
か
ら
の
帰
り
道
の
情
景
を

踊
り
に
し
た
『
手
習
子
』、
狂
言
か

ら
日
本
舞
踊
に
取
り
入
れ
ら
れ
た

『
末
廣
狩
』、
現
代
を
映
す
創
作
舞

踊
『
ボ
レ
ロ
』
等
々
、
偏
り
の
な
い

内
容
と
と
も
に
、
舞
踊
周
辺
の
ジ
ャ

ン
ル
に
も
触
れ
る
意
義
深
い
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
と
な
っ
た
。
講
師
の
方
々

に
感
謝
致
し
ま
す
。　
（
テ
ア
ト
ロ

誌
２
０
１
１
年
10
月
号
か
ら
転
載
）

日本舞踊ワークショップの稽古風景
（撮影・後藤絢子）
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近
年
の
ユ
ネ
ス
コ
の
大
テ
ー

マ
で
あ
る「
芸
術
と
平
和
構
築
」

を
受
け
、
ユ
ネ
ス
コ
傘
下
の
Ｉ

Ｔ
Ｉ
各
国
セ
ン
タ
ー
で
は
「
紛

争
地
の
演
劇
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
活

動
を
活
発
に
行
っ
て
い
る
。
日
本
セ

ン
タ
ー
は
こ
れ
に
呼
応
、
世
界
の
Ｉ

Ｔ
Ｉ
活
動
と
の
「
連
帯
と
絆
」
を
深

め
る
こ
と
を
め
ざ
し
、「
国
際
演
劇

年
鑑
」
の
調
査
研
究
事
業
の
一
環
と

し
て
、
２
０
０
９
年
か
ら
「
紛
争
地

域
か
ら
生
ま
れ
た
演
劇
」
シ
リ
ー
ズ

リーディングと
シ ン ポ ジ ウ ム

を
開
始
し
た
。
第
1
回
は
「
バ
ル
カ

ン
半
島
」、
第
2
回
は
「
中
東
─
─

パ
レ
ス
チ
ナ
・
ト
ル
コ
」
を
取
り
上

げ
、
今
年
度
は
昨
年
ま
で
の
流
れ
を

継
承
し
つ
つ
特
定
の
地
域
に
限
定
せ

ず
、
時
代
と
そ
の
と
き
ど
き
の
社
会

体
制
と
が
引
き
起
こ
す
軋
轢
や
個
人

に
与
え
る
過
酷
な
現
実
を
扱
っ
た
作

品
を
取
り
上
げ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

今
回
、
取
り
上
げ
ら
れ
た
中
国
戯

曲
『
ボ
イ
ラ
ー
マ
ン
の
妻
』(

原
題

／
鍋
炉
工
的
妻
子
、
作
／
莫
言
、
訳

／
菱
沼
彬
晁
、
演
出
／
青
井
陽
治
）

は
、
文
革
期
に
農
村
で
出
会
っ
た
農

民
青
年
と
ピ
ア
ノ
教
師
の
妻
の
物

語
。
夫
婦
は
今
は
都
会
に
住
み
、
夫

は
ボ
イ
ラ
ー
マ
ン
の
仕
事
に
就
く

が
、
集
中
暖
房
へ
の
転
換
の
た
め
失

業
す
る
。
妻
は
農
村
に
下
放
さ
れ
た

時
期
、
恋
愛
関
係
に
あ
っ
た
作
曲
家

が
い
た
が
、
あ
る
演
奏
会
で
彼
と
再

中
国　

作
／
莫
言

訳
／
菱
沼
彬
晁　

演
出
／
青
井
陽
治

『
ボ
イ
ラ
ー
マ
ン
の
妻
』

　

２
０
１
１
年
12
月
2
日
か
ら
4
日
ま

で
東
京
神
楽
坂
の
イ
ワ
ト
劇
場
で
、
３

大
陸
３
戯
曲
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
と
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
、
ト
ー
ク
に
よ
る
「
動
乱
と

演
劇
」
が
開
催
さ
れ
た
。
い
ず
れ
も
日

本
初
訳
・
初
演
、
さ
ら
に
中
国
と
カ
メ

ル
ー
ン
の
作
品
は
「
世
界
初
演
」
と
も

な
っ
た
。　
　
　
　
（
報
告
・
林
英
樹
）

３
大
陸
の
３
戯
曲

日
本
初
訳
・
初
演
で

動
乱
と
演
劇

『ボイラーマンの妻』の舞台（撮影・奥秋圭）

『罠』の舞台（撮影・奥秋圭）

『ナパジ／ナパジ』の舞台（撮影・奥秋圭）

「芸術と平和の構築」──ユネスコと共に
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会
し
た
。
日
本
を
は
じ
め
世
界
各
国

で
多
数
の
小
説
が
翻
訳
さ
れ
、
ノ
ー

ベ
ル
賞
候
補
の
呼
び
声
が
高
い
莫
言

だ
が
、
戯
曲
は
わ
ず
か
3
作
し
か
な

く
、本
作
品
は
そ
の
一
つ
で
本
邦
初
訳
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
文
化
大
革
命
と

中
国
演
劇
」
で
パ
ネ
リ
ス
ト
の
菱
沼

彬
晁
氏
は
、
莫
言
の
小
説
『
牛
』
に

言
及
し
、
文
革
期
の
農
村
で
の
牛
の

扱
わ
れ
方
と
福
島
の
牛
を
重
ね
合
わ

せ
、
社
会
の
末
端
と
下
部
の
視
点
か

ら
人
間
の
所
業
を
問
う
た
。
ま
た
飯

塚
容
氏
は
20
世
紀
の
中
国
を
動
乱
の

歴
史
か
ら
捉
え
、
日
本
の
関
与
も
含

め
て
歴
史
的
な
視
点
か
ら
中
国
演
劇

の
現
状
を
語
ら
れ
た
。

　

カ
メ
ル
ー
ン
戯
曲
『
罠
』(

原
題

／La Trappe

、作/

ク
ワ
ン
・
タ
ワ
、

訳
／
佐
藤
康
、演
出
／
小
川
絵
梨
子
）

は
、
か
つ
て
美
し
い
都
で
あ
っ
た
ア

フ
リ
カ
の
架
空
の
国
の
都
エ
ボ
リ
を

舞
台
に
し
た
作
品
。
民
主
化
革
命
の

と
ん
挫
に
よ
り
元
教
師
は
反
乱
罪
で

投
獄
さ
れ
、
い
ま
は
物
乞
い
を
し
て

い
る
が
、
そ
こ
で
同
じ
よ
う
に
故
郷

を
追
わ
れ
た
元
医
師
や
元
歌
手
と
出

会
う
。
国
の
貧
し
い
現
状
や
自
身
の

厳
し
い
境
遇
に
も
関
わ
ら
ず
、
彼
ら

は
決
し
て
現
実
変
革
の
夢
を
諦
め
な

い
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
ア
フ
リ
カ
演
劇

の
現
在
」
で
鴻
英
良
氏
は
、
ア
フ
リ

カ
伝
統
の
口
承
文
化
の
基
盤
の
上

に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
対
話
法
が
重
ね

ら
れ
、
現
在
の
人
々
が
直
面
し
て
い

る
問
題
を
よ
り
自
覚
化
さ
せ
て
い
る

本
作
の
特
徴
を
指
摘
し
た
。
ア
フ
リ

カ
の
演
劇
で
は
、
危
機
的
状
況
を
生

き
る
人
間
が
問
わ
れ
、
か
つ
芸
術
家

と
芸
術
の
使
命
が
問
わ
れ
て
い
る
。

企
画
終
了
後
、
上
演
に
参
加
し
た
若

い
俳
優
た
ち
が
、
改
め
て
自
分
と
演

劇
の
関
わ
り
方
を
見
つ
め
直
し
た
い

と
語
っ
た
。
な
ぜ
、
自
分
は
演
劇
を

や
っ
て
い
る
の
か
。
自
分
た
ち
の
存

在
意
義
や
政
治
的
意
味
、
社
会
問
題

を
再
認
識
す
る
機
会
と
な
っ
た
よ
う

で
あ
る
。

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
『
ナ
パ

ジ
・
ナ
パ
ジ
』(

原
題/N

gapartji 
N

gapartji

、
作
／
ト
レ
ヴ
ァ
ー
・

ジ
ェ
イ
ミ
ソ
ン
、
ス
コ
ッ
ト
・
ラ
ン

キ
ン
、
訳
／
佐
和
田
敬
司
、
演
出
／

和
田
喜
夫
）
は
、
公
式
の
歴
史
で

隠
さ
れ
た
事
実
を
、
先
住
民
独
自

の
口
承
文
化
を
ベ
ー
ス
に
、
語
り

芝
居
と
し
て
現
代
化
さ
れ
た
作
品
。

２
０
０
２
年
の
ハ
ン
ブ
ル
グ
、
カ
ン

プ
ナ
ー
ゲ
ル
の
ラ
オ
コ
ー
ン
・
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
、
ア
デ
レ
ー
ド
・
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
な
ど
数
多
く
の
国
際
演

劇
祭
で
上
演
さ
れ
て
き
た
。

　

１
９
５
３
年
か
ら
56
年
に
か
け
、

サ
ウ
ス
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
州
奥
地
の

砂
漠
地
帯
で
行
わ
れ
た
英
国
の
核
実

験
、
６
０
０
回
に
及
ぶ
テ
ス
ト
で
、

9
個
の
核
爆
弾
が
炸
裂
し
た
。
そ
し

て
そ
こ
に
住
む
先
住
民
の
多
く
が
被

爆
し
た
実
話
に
基
づ
く
。
本
作
は
個

人
史
か
ら
歴
史
の
問
い
返
し
を
試
み

る
問
題
作
で
あ
り
、
被
爆
し
た
ヒ
ロ

シ
マ
の
女
性
も
登
場
し
、
核
の
問
題

は
個
別
の
国
の
こ
と
で
は
く
、
人
類

共
通
の
テ
ー
マ
で
あ
る
こ
と
を
改
め

て
認
識
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

ト
ロ
イ
戦
争
を
題
材
に
し
た
ギ
リ

シ
ア
悲
劇『
オ
レ
ス
テ
イ
ア
3
部
作
』

で
は
「
憎
し
み
の
連
鎖
」
は
、
突
然

の
「
デ
ウ
ス
・
エ
ク
ス
・
マ
キ
ー
ナ
」

（
機
械
仕
掛
け
の
神
）
に
よ
っ
て
終

演
に
な
る
。
こ
れ
は
神
の
手
で
は
終

焉
し
な
い
と
い
う
意
味
で
も
あ
る
。

人
間
の
力
で
何
と
か
し
ろ
よ
、
と
問

い
か
け
て
い
る
の
だ
と
も
受
け
取
れ

る
。
繰
り
返
さ
れ
る
「
過
ち
」
は
地

球
単
位
で
は
現
在
形
で
あ
り
、
未
来

に
も
終
焉
し
な
い
か
も
し
れ
な
い
。

け
れ
ど
、
問
い
か
け
続
け
る
こ
と
は

無
駄
で
は
な
い
。
芸
術
の
意
味
・
根

拠
は
そ
こ
と
結
び
付
い
て
い
る
。
改

め
て
演
劇
の
存
在
理
由
と
根
拠
を
考

え
る
3
日
間
と
な
っ
た
。

カ
メ
ル
ー
ン　

作
／
ク
ワ
ン
・
タ
ワ

訳
／
佐
藤
康　

演
出
／
小
川
絵
梨
子

『
罠
』

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア　

作
／
ト
レ
ヴ
ァ
ー
・
ジ
ェ
イ
ミ
ソ
ン

　
　

ス
コ
ッ
ト
・
ラ
ン
キ
ン

訳
／
佐
和
田
敬
司　

演
出
／
和
田
喜
夫

『
ナ
パ
ジ
・
ナ
パ
ジ
』
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こ
の
秀
作
短
編
研
究
シ
リ
ー
ズ
は

２
０
０
６
年
3
月
の
フ
ラ
ン
ス
編
に

始
ま
り
、08
年
3
月
の
イ
ギ
リ
ス
編
、

ま
た
震
災
の
影
響
で
中
止
せ
ざ
る
を

え
な
か
っ
た
11
年
3
月
に
は
イ
ギ
リ

日独交流 150 周年の年に
　

日
独
交
流
１
５
０
周
年

に
あ
た
る
２
０
１
１
年
、

「
Ｉ
Ｔ
Ｉ
世
界
の
秀
作
短

編
研
究
シ
リ
ー
ズ
」
で

は
「
ド
ラ
マ
リ
ー
デ
ィ
ン

グ　

ド
イ
ツ
編
」
と
銘
打

ち
、12
月
16
～
20
日
、リ
ー

デ
ィ
ン
グ
公
演
を
開
催
し

ま
し
た
。
総
観
客
数
は
延

べ
６
５
０
名
ほ
ど
、
全
作

品
有
料
観
劇
者
数
も
15
名

ほ
ど
と
、
た
く
さ
ん
の
お

客
様
に
お
運
び
い
た
だ
き

ま
し
た
。
東
京
ド
イ
ツ
文

化
セ
ン
タ
ー
と
劇
団
黒
テ

ン
ト
に
は
、
会
場
と
稽
古

場
の
協
力
を
い
た
だ
き
、

そ
の
多
大
な
ご
支
援
に

に
、
こ
の
場
を
借
り
て
あ

ら
た
め
て
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。（
報
告
・
庭
山
由
佳
）

５
チ
ー
ム
６
作
品

ベルリンの壁崩壊後
ドイツ同時代演劇

ス
・
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
編
、
と
歴
史
を

刻
ん
で
き
ま
し
た
。
イ
ギ
リ
ス
・
ア

イ
ル
ラ
ン
ド
編
の
断
念
は
苦
渋
の
選

択
で
、
そ
の
悔
し
さ
を
胸
に
、
こ
の

ド
イ
ツ
編
の
制
作
に
取
り
組
み
ま
し

た
。

　

ド
イ
ツ
編
は
5
チ
ー
ム
6
作
品
と

い
う
態
勢
で
、
監
修
と
し
て
新
野
守

広
氏
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

作
品
選
定
テ
ー
マ
は
「
ベ
ル
リ
ン
の

壁
崩
壊
後
の
ド
イ
ツ
演
劇
」。
同
時

代
に
生
き
る
ド
イ
ツ
語
圏
の
劇
作
家

た
ち
が
向
き
合
っ
て
い
る
世
界
を
ど

う
描
く
か
、
同
じ
く
同
時
代
に
生
き

る
若
手
演
出
家
た
ち
に
委
ね
ま
し

た
。

　
「
画
の
描
写
」「
言
葉
の
な
い
世
界
」

は
、
ハ
イ
ナ
ー
・
ミ
ュ
ラ
ー
と
デ
ー

ア
・
ロ
ー
ア
ー
が
師
弟
関
係
に
あ
っ

た
の
で
、
弟
子
が
師
匠
へ
の
オ
マ
ー

ジ
ュ
と
し
て
書
い
た
作
品
を
師
匠
の

作
品
と
組
み
合
わ
せ
て
。

　
「
キ
ッ
ク
」
は
近
年
確
立
さ
れ
た

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
演
劇
の
先
駈
け

で
、
新
国
立
劇
場
現
代
戯
曲
研
究
会

よ
り
翻
訳
提
供
を
受
け
ま
し
た
。

『イドメネウス』の舞台（撮影・奥秋圭）

Ｉ
Ｔ
Ｉ
世
界
の
秀
作
短
編
研
究
シ
リ
ー
ズ

ド
ラ
マ
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
・
ド
イ
ツ
編
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「
光
の
な
い
。」
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア

の
ノ
ー
ベ
ル
賞
作
家
イ
ェ
リ
ネ
ク
が

福
島
第
一
原
発
に
つ
い
て
書
い
た
最

新
作
で
、
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
／
ト
ー

キ
ョ
ー
よ
り
翻
訳
協
力
を
受
け
ま
し
た
。

　
「
イ
ド
メ
ネ
ウ
ス
」
は
、
来
日
経

験
の
あ
る
シ
ン
メ
ル
プ
フ
ェ
ニ
ヒ
に

よ
る
古
典
の
改
作
。

　
「
氷
の
下
」
は
現
代
人
の
葛
藤
を

描
い
た
作
品

で
、
新
野
氏
の

近
著
（
翻
訳
）。

そ
れ
ぞ
れ
に
個

性
的
で
75
分
以

内
の
短
編
と
い

う
ラ
イ
ン
ナ
ッ

プ
は
、
こ
う
し
て
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ロ
ー
ア
ー
本
人
と
イ
ェ
リ

ネ
ク
の
著
作
の
出
版
元
か
ら
は
上
演

権
利
料
支
払
い
が
免
除
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
記
し
て
お
き
ま
す
。
ロ
ー

ア
ー
に
は
来
日
経
験
が
あ
っ
て
東

北
・
福
島
の
現
状
を
心
か
ら
憂
え
て

お
り
、
イ
ェ
リ
ネ
ク
は
素
材
そ
の
も

の
が
福
島
で
あ
る
こ
と
か
ら
出
版
社

が
判
断
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
私
が

ベ
ル
リ
ン
ド
イ
ツ
座
で
研
修
を
し
て

い
た
頃
に
知
り
合
っ
た
、
ベ
ル
リ
ン

ド
イ
ツ
座
ド
ラ
マ
ト
ゥ
ル
ク
部
長
や

Ｉ
Ｔ
Ｉ
ド
イ
ツ
セ
ン
タ
ー
事
務
局
長

の
尽
力
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

こ
う
し
て
作
品
は
決
ま
り
、
稽
古

が
始
ま
り
ま
し
た
。
難
し
か
っ
た
の

は
、
訳
し
下
ろ
し
作
品
の
上
演
台
本

作
成
作
業
で
し
た
。
専
門
家
に
ド
ラ

マ
ト
ゥ
ル

ク
と
し
て

立
ち
会
っ

て
も
ら
い

な
が
ら
、

作
家
の
意

図
を
客
席

に
ま
っ
す
ぐ
伝
え
る
に
は
ど
う
言
葉

を
選
択
す
べ
き
か
、
こ
こ
に
重
点
を

置
き
、
話
し
合
い
ま
し
た
。

　

例
え
ば
、「
イ
ド
メ
ネ
ウ
ス
」
に

は
「A

とO

の
文
字
を
発
明
し
た
」

と
い
う
く
だ
り
が
あ
り
ま
す
。
日
本

人
に
と
っ
て
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト

は
、A

か
らZ

ま
で
の
ロ
ー
マ
字
の

こ
と
で
す
が
、
こ
こ
で
は
α
（
ア
ル

フ
ァ
）
か
ら
Ω
（
オ
メ
ガ
）
ま
で
の

ギ
リ
シ
ャ
文
字
の
こ
と
で
す
。更
に
、

聖
書
に
は
キ
リ
ス
ト
の
言
葉
と
し
て

「
私
はA

とO

で
あ
る
」
と
の
記
述

が
あ
り
、ド
イ
ツ
人
な
ら
「A

とO

」

と
聞
け
ば
そ
れ
だ
け
で
、「
万
物
を

指
す
も
の
」
と
解
釈
す
る
の
で
す
。

そ
れ
ら
を
ど
う
伝
え
る
の
か
、
ド
ラ

マ
ト
ゥ
ル
ク
・
演
出
家
・
出
演
者
と

稽
古
の
中
で
話
し
合
う
作
業
は
、
そ

の
ま
ま
ド
イ
ツ
語
圏
の
文
化
に
つ
い

て
知
る
作
業
と
同
義
で
し
た
。

　

ま
た
、
翻
訳
者
・
研
究
者
の
皆
様

に
い
た
だ
い
た
学
術
的
サ
ポ
ー
ト
が

今
回
の
企
画
の
成
功
に
大
き
く
関

わ
っ
て
い
ま
す
。
ま
ず
、
連
携
企
画

と
し
て
開
催
し
た
中
央
大
学
招
聘
の

バ
イ
ヤ
ー
デ
ル
フ
ァ
ー
教
授
（
ミ
ュ

ン
ヘ
ン
大
学
演
劇
学
研
究
所
）
に
よ

る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
。「
戯
曲
の
復

活
：
現
代
の
戯
曲
作
家
と
そ
の
作
品

（
ロ
ー
ア
ー
と
シ
ン
メ
ル
プ
フ
ェ
ニ

ヒ
を
中
心
と
し
て
）」
と
題
し
、ロ
ー

ア
ー
と
シ
ン
メ
ル
プ
フ
ェ
ニ
ヒ
の
近

作
を
上
映
、
劇
作
と
演
出
の
ポ
イ
ン

ト
を
共
有
し
ま
し
た
。
演
出
家
・
出

演
者
も
参
加
し
、
ド
イ
ツ
語
圏
に
お

け
る
当
該
作
家
の
立
ち
位
置
も
確
認

で
き
ま
し
た
。

　

翻
訳
者
の
皆
様
は
、
当
日
に
配
布

し
た
作
品
解
説
の
執
筆
と
、
ア
フ

タ
ー
ト
ー
ク
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
へ
の

登
壇
に
つ
い
て
も
全
面
的
に
ご
協
力

下
さ
り
、
作
品
と
作
家
に
対
す
る
よ

り
深
い
理
解
を
促
し
て
頂
き
ま
し

た
。
ト
ー
ク
に
は
他
に
、
演
出
家
・

出
演
者
も
登
壇
、
客
席
か
ら
は
賛
辞

も
疑
問
も
飛
び
ま
し
た
が
、
ト
ー
ク

中
に
お
客
様
同
士
が
直
接
会
話
し

て
議
論
を
解
決
す
る
場
面
も
あ
り
、

ト
ー
ク
の
意
義
が
再
認
識
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
多
く
の
劇
場
関
係
者
に
も

お
運
び
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
短

編
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
上
演
に
よ
り
作
家

が
知
ら
れ
、
そ
の
作
家
の
長
編
作
品

が
本
公
演
で
か
か
っ
て
ゆ
く
こ
と
を

願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。
ド
イ
ツ
語
圏

文
学
紹
介
雑
誌D

eli

の
次
号
に
て
、

劇
評
が
大
き
く
掲
載
さ
れ
る
予
定
で

す
。
ど
う
ぞ
お
手
に
取
っ
て
み
て
下

さ
い
。
ご
協
力
・
ご
観
劇
く
だ
さ
っ

た
会
員
の
皆
様
に
、
心
よ
り
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

ノ
ー
ベ
ル
賞
作
家
・
イ
ェ
リ
ネ
ク
最
新
作

福
島
第
一
原
発
を
描
く

「
光
の
な
い
。」
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世
界
の
科
学
や
思
想
・
芸
術
に
貢

献
し
た
人
に
贈
ら
れ
る
京
都
賞
（
思

想
・
芸
術
部
門
）
を
、
五
代
目
・
坂

東
玉
三
郎
丈
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

歌
舞
伎
の
女
形
の
美
の
造
形
ば
か

り
で
は
な
く
、
梨
園
の
出
で
な
い
に

も
か
か
わ
ら
ず
立
女
形
の
地
位
を
確

立
し
た
力
、
新
派
や
現
代
劇
、
和
太

鼓
グ
ル
ー
プ
、モ
ー
リ
ス
・
ベ
ジ
ャ
ー

ル
、
ア
ン
ジ
ェ
イ
・
ワ
イ
ダ
、
ミ
ハ

イ
ル
・
バ
リ
シ
ニ
コ
フ
と
の
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
、
共
演
な
ど
、
近
年
は

中
国
江
蘇
省
蘇
州
昆
劇
院
で
「
牡
丹

亭
」
に
主
演
、
中
国
で
の
昆
劇
の
活

性
化
に
貢
献
す
る
な
ど
、
ジ
ャ
ン
ル

を
超
え
た
国
際
的
活
躍
が
高
く
評
価

さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

表
彰
式
は
11
月
10
日
、
国
立
京
都

国
際
会
議
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

坂
東
玉
三
郎
丈
、
第
27
回
京
都
賞
（
稲
盛
財
団
）
受
賞

京都国際会議場で行われた表彰式（Ｃ）稲盛財団 2011

　
　

会
員
消
息
（
順
不
同　

敬
称
略
）

入
会

辰
巳
次
郎　
　

俳
優
・
舞
台
監
督

福
冨
は
つ
み　

劇
団
山
の
手
事
情

　

社
宗
重
博
之　
　

劇
団
黒
テ
ン
ト

砂
川
幸
子　
　

東
宝
株
式
会
社

高
安
美
帆　
　

俳
優
（
Ｈ
Ｍ
Ｐ
シ

　

ア
タ
ー
カ
ン
パ
ニ
ー
）

後
藤
絢
子　
　

制
作　
　

退
会

川
瀬
白
秋　
　

田
野
暦
子

関　

容
子　
　

斎
藤
恵
美

白
川
宣
力　
　

原
珠
真
子

浦
野
進　
　
　

鈴
木
宗
夫

原
田
広
美

ご
逝
去

森　

康
尚　
　

大
野　

晃

松
浦
光
次
郎　

長
門
裕
之　
　

菅
井
幸
雄　
　

中
村
芝
翫

岩
井
半
四
郎　
　

受
賞

中
村
翫
雀　

第
32
回
松
尾
芸
能
賞

　
　
　
　
　

優
秀
賞

坂
東
玉
三
郎　

第
27
回
京
都
賞

　
　
　
　
　
　

思
想
・
芸
術
部
門

襲
名

竹
本
綱
大
夫
よ
り
竹
本
源
大
夫
へ

襲
名
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
（
平
成
23
年
1
月
〜
12
月
分
）
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３
・
11
の
直
後
、
Ｉ
Ｔ

Ｉ
の
世
界
中
の
セ
ン
タ
ー

か
ら
見
舞
い
の
メ
ー
ル
が

日
本
セ
ン
タ
ー
に
続
々
と

届
き
、
仲
間
た
ち
の
強
く

暖
か
い
連
帯
感
が
示
さ
れ

ま
し
た
。

　

ス
ロ
ヴ
ァ
ニ
ア
セ
ン

タ
ー
は
い
ち
早
く
Ｉ
Ｔ

Ｉ
の
ワ
ー
ル
ド
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
通
じ
て「H

ELP 
JAPAN

」
の
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
打
ち
出
し
、「
信
じ

が
た
い
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け

た
日
本
と
日
本
の
ア
ー
チ

ス
ト
た
ち
が
立
ち
直
る
た

め
に
」
と
、
広
く
「
支
援

の
連
帯
」
を
呼
び
か
け
ま

し
た
。

　

ド
イ
ツ
セ
ン
タ
ー
と
ベ

ル
リ
ン
・
フ
ン
ボ
ル
ト
大

学
の
森
鴎
外
記
念
館
は
、

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
事
故
か

ら
25
周
年
と
な
る
２
０
１
１
年
4
月

26
日
に
ド
イ
ツ
国
内
す
べ
て
の
劇
場

で
終
演
後
に
観
客
へ
募
金
を
呼
び
掛

け
る
よ
う
提
案
し
て
い
ま
す
。

　
「H

ELP JAPAN

」
は
直
ち
に
ス

ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
、
キ
プ
ロ
ス
を
中
心
に

１
６
０
０
ユ
ー
ロ
が
集
ま
り
、
パ
リ

の
Ｉ
Ｔ
Ｉ
本
部
と
日
本
セ
ン
タ
ー
を

経
由
し
て
仙
台
に
震
災
後
設
立
さ
れ

た
演
劇
復
興
組
織
「
ア
ー
ト
リ
バ
イ

バ
ル
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
東
北
」
に
送
金

さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
市
の
近

く
の
ヴ
ィ
ス
バ
ー
デ
ン
市
で
開
催
さ

れ
た
「
メ
イ
・
フ
ェ
ス
ト
（
５
月
祭
）」

に
、
福
島
か
ら
２
人
の
ダ
ン
サ
ー
の

参
加
が
あ
っ
て
話
題
と
な
り
ま
し

た
。
主
催
者
は
公
演
後
に
集
ま
っ
た

義
捐
金
を
福
島
の
ダ
ン
サ
ー
と
ダ
ン

ス
の
組
織
に
特
化
し
て
贈
り
た
い

が
、
参
加
者
の
名
前
も
組
織
も
分
か

ら
な
い
の
で
調
べ
て
ほ
し
い
旨
、
ド

イ
ツ
セ
ン
タ
ー
会
長
か
ら
依
頼
が
あ

り
、よ
う
や
く
調
べ
が
つ
き
ま
し
た
。

メ
イ
・
フ
ェ
ス
ト
主
催
者
の
思
い
も

や
が
て
福
島
に
届
く
こ
と
で
し
ょ

う
。

　

劇
場
関
係
の
復
興
に
は
資
金
援
助

だ
け
で
な
く
、
精
神
的
な
支
援
も
大

切
と
い
う
こ
と
で
、
い
く
つ
か
の
セ

ン
タ
ー
か
ら
舞
台
技
術
者
の
留
学
を

受
け
入
れ
る
、
旅
公
演
を
受
け
入
れ

る
、
日
本
特
集
の
催
し
を
試
み
る

等
々
の
申
し
出
が
あ
り
ま
し
た
が
、

い
ず
れ
も
震
災
か
ら
間
も
な
い
困
難

な
時
期
で
あ
っ
た
た
め
、
残
念
な
が

ら
実
現
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

震
災
が
人
々
に
「
絆
」
と
い
う
思

い
を
喚
起
さ
せ
た
の
は
、
被
災
地
だ

け
で
は
な
く
、
世
界
の
演
劇
人
た
ち

も
創
作
活
動
と
共
に
「
絆
」
を
思
い
、

「
連
帯
」
を
思
い
、
演
劇
の
輪
で
支

え
合
お
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
事
故
25

周
年
の
募
金
は
ト
ー
タ
ル
１
２
、
５

０
０
ユ
ー
ロ
に
の
ぼ
り
、
こ
れ
も

「
ア
ー
ト
リ
バ
イ
バ
ル
コ
ネ
ク
シ
ョ

ン
東
北
」
に
送
ら
れ
て
い
ま
す
。
世

界
が
東
北
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
に
支
援
の「
連
帯
」

世界の ITI が「HELP JAPAN」キャンペーン

6月2日（土）チケット発売開始

4月14日（土）チケット発売開始

青 山 劇 場

2012.7／6金--7／8日

2012.8／22水--9／9日
〒150-0001 東京都渋谷区神宮前5-53-1  TEL 03(3797)5678

プレビュー公演（7月1日（日）～5日（木））

〒152-0023　東京都目黒区八雲1-1-1 TEL 03(5701)2904

めぐろパーシモンホール開館１０周年記念

めぐろパーシモンホール

主催：(公財)目黒区芸術文化振興財団・東宝

※公演内容に関するお問い合わせ先
帝国劇場内「ミス・サイゴン」係　ＴＥＬ03(3213)7221

料金■ S席12,500円　A席 7,500円（消費税込）

料金（消費税込）S席12,500円、A席  7,500円
プレビュー公演料金（消費税込）S席11,500円、A席  6,500円

帝劇の客席がいっせいに涙した「究極の愛」を描くミュージカル超大作！新演出版にて2012年、全国11都市公演決定!!

東宝演劇
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♦ 第 30 回ファジル演劇祭

　2012 年 1 月 25 〜 2 月 11 日 / テヘラ
ン（イラン）
　イラン・ドラマ・アート・センター主催 
  contact : Vahdat Hall, Ostad Shahryar 
st.,Hafez Ave., Tehran,1133914934,
　Iran  tel: +9821-6670-8861 Fax +9821-
6672-5316  dac@neda.net

♦ 国際ビュヒナー フェスティバル

　 2012 年 2 月 19 日のゲオルグ・ビュヒ
ナー没後 175 年記念にあたり、ビュヒナー
作品をベースにしたプロジェクトの提案
を募集します。フェスティバルは 2013 年
10 月、ギーセン（ヘッセン州のフランク
フルトの近く）
  contact : buechnerfestival@stadttheater-
giessen.de

♦ 第 1 回ベイルート国際児童演劇祭

　2012 年 3 月 20 〜 30 日（健康と環境）、
3 月 31 日〜 4 月 9 日（イマジネーション
と創造性）、4 月 10 〜 20 日（平和とリー
ダーシップ）  
　 レ バ ノ ン 観 光 省 主 催、Scenez Group 
production 制作
　contact  :  info@scenezgroup.com, 
limlufestival@hotmail.com
 tel : +96170-111096  contact person : 
Christina Chammas

♦ コンテンポラリー ドラマ フォーラム

　ITI ギリシャセンター主催 。過去５年間
に書かれた戯曲のリーディング上演。
　2012 年５月、アテネ 
　 contact : forum@hellastheatre.gr

♦ イエテボリ・ダンス演劇フェスティバル

　2012年5月18〜27日 / イエテボリ（ス
ウェーデン）
　contact : info@teaterunuonen.se（ITI ス
ウェーデンセンター）、
          www.festival.goteborg.se

♦ 第 16 回ギリシャ古典劇国際演劇祭

  2012 年 7 月 1 〜 31 日 / リマソル、ニ
コシア（キプロス）
　ITI キプロスセンター主催、キプロス教
育文化省・キプロス政府観光局助成
　アダプテーションではなくオリジナルの
ギリシャ悲劇・ギリシャ喜劇の上演
　参加を歓迎します。
　Contact : Cyprus Centre of ITI---
38, Regaena Str., 1010 Nicosia, Cyprus
  Tel : +357-22-674920  fax : +357-22-
680822  ccoiti@cytanet.com.cy
  Contact person : Neophytos Neophytou

♦ ストックホルム文化祭 

　2012 年 8 月 14 〜 19 日 / ストックホ
ルム（スウェーデン）
　info :  www.kulturfestivalen.stockholm.
se

♦ 第９回国際女性劇作家コンフェランス

　2012 年 8 月 15 〜 21 日 / ストックホ
ルム（スウェーデン）
  info : www.wpinternational.net

♦ イングマル・ベルイマン国際演劇祭

　2012 年 5 月 27 〜 66 日 / ストックホ
ルム（スウェーデン）
　info : www.bergmanfestivalen.se
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▲
平
成
24
年
は
、
新
し
い
公
益

社
団
へ
の
移
行
が
大
き
な
課
題

で
す
。
Ｉ
Ｔ
Ｉ
の
活
動
は
世
界

各
地
の
演
劇
舞
踊
文
化
の
相
互

理
解
を
深
め
る
こ
と
で
多
様
な

文
化
的
価
値
を
継
承
・
創
造
す

る
も
の
で
す
。
こ
の
分
野
の
交
流
を
通

し
て
、
日
本
と
世
界
を
つ
な
ぐ
役
割
を

今
後
さ
ら
に
充
実
さ
せ
て
い
き
た
い
と

念
願
し
て
い
ま
す
。　
　
（
曽
田
修
司
）

▲
銀
杏
が
な
か
な
か
色
づ
か
ず
、
す
ぐ

に
黄
色
か
ら
枯
葉
色
に
な
り
、
ギ
ン
ナ

ン
も
落
ち
な
い
、
な
ど
感
じ
つ
つ
Ｉ
Ｔ

Ｉ
通
い
。
寒
さ
が
続
き
ま
す
。
皆
さ
ま
、

ご
自
愛
下
さ
い
。　
（
小
田
切
よ
う
こ
）

▲
レ
イ
ア
ウ
ト
を
担
当
し
ま
し
た
。
Ｉ

Ｔ
Ｉ
は
い
い
仕
事
を
し
て
い
る
。
多
く

の
人
に
知
っ
て
ほ
し
い
─
─
そ
ん
な
手

応
え
を
感
じ
て
い
ま
す
。（
菱
沼
彬
晁
）

編集後記

賞
で
す
。
19
年
の
歩
み
と
受
賞
者
た

ち
の
め
ざ
ま
し
い
成
果
を
ま
の
あ
た

り
に
し
、
内
村
賞
が
ま
さ
に
「
世
界

の
内
村
賞
」
と
し
て
高
い
評
価
を
得

て
い
る
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。
Ｉ

Ｔ
Ｉ
日
本
セ
ン
タ
ー
と
し
て
誇
り
に

思
い
ま
す
。
日
本
の
文
化
と
世
界
の

舞
台
芸
術
に
寄
せ
る
内
村
直
也
氏
の

深
い
思
い
に
敬
意
を
表
し
、
ご
遺
族

に
あ
ら
た
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

東
ア
ジ
ア
18
の
国
と
地
域
が
参
加

し
て
Ｉ
Ｔ
Ｉ
加
盟
を
視
野
に
入
れ
た

「
ア
ジ
ア
演
劇
人
連
盟
」
の
創
設
も

心
強
い
ニ
ュ
ー
ス
と
な
り
ま
し
た
。

Ｉ
Ｔ
Ｉ
が
国
内
の
活
動
を
充
実
さ
せ

る
と
共
に
、
ア
ジ
ア
演
劇
人
連
盟
な

ど
諸
団
体
と
の
連
携
を
密
に
し
な
が

ら
世
界
へ
羽
ば
た
く
た
め
に
は
会
員

お
一
人
お
一
人
の
ご
参
加
と
ご
尽
力

が
ど
う
し
て
も
必
要
で
す
。

　

越
光
照
文
桐
朋
学
園
芸
術
短
期
大

学
学
長
か
ら
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｓ
（
世
界
演
劇

学
校
連
盟
）
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
＝
北

京
公
演
の
ご
寄
稿
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｓ
は
世
界
14
の
演
劇
学

校
の
連
盟
で
、
Ｉ
Ｔ
Ｉ
の
国
際
活
動

の
一
翼
を
担
っ
て
い
ま
す
。氏
は「
我

が
国
の
演
劇
学
校
間
の
連
携
は
ま
こ

と
に
貧
弱
」
と
嘆
き
、
劇
場
と
演
劇

大
学
と
の
連
携
を
模
索
中
と
の
こ
と
。

日
本
の
演
劇
大
学
の
積
極
的
な
国
内

外
の
交
流
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

　

Ｉ
Ｔ
Ｉ
平
成
23
年
度
通
常
総
会

で
、
公
益
社
団
へ
の
移
行
を
め
ざ
し

て
準
備
を
進
め
る
こ
と
が
承
認
さ
れ

ま
し
た
。
新
法
人
へ
の
移
行
に
あ

た
っ
て
は
、
現
社
団
法
人
総
会
で
構

成
員
の
４
分
の
３
以
上
の
賛
成
を
得

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
会
員
の
皆
様

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
け
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

菱
沼
理
事
が
新
し
く
編
集
に
加
わ
っ

て
誌
面
が
一
新
し
ま
し
た
。
Ｉ
Ｔ
Ｉ

の
活
動
が
会
員
に
生
き
生
き
と
伝
わ

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

永井　多恵子

ITI 国際演劇協会
日本センター会長

　

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

多
事
多
難
の
年
が
明
け
、
今
年
こ

そ
会
員
の
皆
さ
ま
に
と
っ
て
素
晴
ら

し
い
年
に
な
り
ま
す
よ
う
、
祈
念
申

し
上
げ
ま
す
。

　

今
号
の
ト
ッ
プ
記
事
は
内
村
直
也

会
員
参
加
で
内
外
の
活
動
強
化
を
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